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217 ベルギーの政治空白と連邦化

ベ
ル
ギ
ー
の
政
治
空
白
と
連
邦
化

松　

尾　

秀　

哉

は
じ
め
に
――
ベ
ル
ギ
ー
政
治
危
機

西
欧
の
小
国
ベ
ル
ギ
ー
は
一
八
三
〇
年
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
独
立
し
た
が
、
そ
の
時
点
で
、
主
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
語
を
語
る
フ
ラ
ン
デ
レ
ン

民
族
と
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
語
る
ワ
ロ
ン
民
族
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
建
国
当
初
は
独
立
革
命
を
主
導
し
経
済
的
に
豊
か
で
あ
っ
た
ワ

ロ
ン
が
国
家
形
成
の
中
心
と
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
国
民
形
成
が
進
ん
だ
が
、
そ
の
後
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
人
び
と
に
よ
る
オ
ラ
ン
ダ
語

の
公
用
化
運
動
が
激
し
く
な
っ
た
。
双
方
の
対
立
を
一
般
に
言
語
問
題
と
い
う
。

言
語
問
題
に
よ
っ
て
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ベ
ル
ギ
ー
政
治
は
大
き
く
左
右
さ
れ
、
一
九
七
〇
年
以
降
、
漸
進
的
な
分
権
化
改
革
が
進

み
、
ベ
ル
ギ
ー
は
一
九
九
三
年
に
連
邦
制
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
、
ワ
ロ
ン
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
政
治

的
、
経
済
的
自
治
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
民
族
共
存
の
途
を
探
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
連
邦
制
度
は
後
に
見
る
よ
う
に
複
雑
に
構
成
さ

れ
て
い
る
が
、
成
立
当
初
は
こ
れ
を
「
多
極
共
存
型
連
邦
制
」（D

eschouw
er, 1999: 103

―104

）
と
高
く
評
価
す
る
向
き
も
あ
っ
た
。

し
か
し
連
邦
化
後
お
よ
そ
二
〇
年
を
経
た
――
こ
の
二
〇
年
の
間
に
さ
ら
な
る
分
権
化
改
革
も
進
め
ら
れ
た
（
若
林 

二
〇
〇
七
、
津
田 

二
〇
〇
八
）
――
二
〇
〇
七
年
六
月
連
邦
選
挙
後
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
諸
政
党
と
ワ
ロ
ン
諸
政
党
と
の
連
立
合
意
形
成
は
困
難
で
、
約
半
年
の
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政
治
空
白
を
ベ
ル
ギ
ー
は
経
験
し
た
。
こ
の
間
し
ば
し
ば
「
ベ
ル
ギ
ー
分
裂
危
機
」
が
騒
が
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
ヒ
ー
・
ヴ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
に
よ
る
暫
定
政
権
（
二
〇
〇
七
年
一
二
月
〜
二
〇
〇
八
年
三
月
）、
イ
ヴ
・
ル
テ
ル
ム
政
権

（
二
〇
〇
八
年
三
月
〜
二
〇
〇
八
年
一
二
月
）、
ヘ
ル
マ
ン
・
ヴ
ァ
ン
ロ
ン
パ
ウ
政
権
（
二
〇
〇
八
年
一
二
月
〜
二
〇
〇
九
年
一
二
月
）、
第

二
次
ル
テ
ル
ム
政
権
（
二
〇
〇
九
年
一
二
月
〜
二
〇
一
〇
年
三
月
）
と
矢
継
ぎ
早
に
政
権
交
代
を
繰
り
返
し
た
ベ
ル
ギ
ー
は
、
第
二
次
ル
テ

ル
ム
政
権
の
辞
職
を
受
け
て
二
〇
一
〇
年
六
月
一
三
日
に
再
び
総
選
挙
を
行
っ
た
。
こ
の
選
挙
で
は
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
分
離
・
独
立
を
も
主

張
す
る
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
民
族
主
義
政
党
が
第
一
党
と
な
り
、
連
立
形
成
は
一
層
困
難
と
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
と
ワ
ロ
ン
の
連
立
合
意
の

た
め
の
交
渉
は
平
行
線
を
た
ど
り
、
結
局
新
政
権
が
成
立
し
た
の
は
二
〇
一
一
年
一
二
月
で
あ
る
。
計
五
四
一
日
）
1
（

、
約
一
年
半
も
の
政
権
不

在
は
、
政
治
空
白
の
史
上
最
長
記
録
（
過
去
は
イ
ラ
ク
戦
争
後
の
イ
ラ
ク
に
お
け
る
二
九
八
日
）
を
は
る
か
に
更
新
す
る
も
の
で
あ
っ
た
）
2
（

。

ベ
ル
ギ
ー
が
一
九
九
三
年
に
連
邦
制
を
採
用
し
た
当
時
は
、「
地
域
的
一
言
語
主
義
の
採
用
と
言
語
境
界
線
の
確
定
に
よ
り
、
独
立
後

生
じ
た
主
要
な
問
題
は
一
応
の
解
決
が
与
え
ら
れ
、
今
日
で
は
言
語
境
界
線
沿
い
の
少
数
者
保
護
措
置
を
巡
る
問
題
に
収
斂
し
た
」（
武

居
二
〇
〇
二
：
五
二
）、
す
な
わ
ち
こ
れ
で
ベ
ル
ギ
ー
の
言
語
問
題
も
解
決
に
向
か
う
と
期
待
さ
れ
て
い
た
。
要
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
・

地
域
の
領
域
的
区
分
を
明
確
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
連
邦
構
成
体
に
自
律
的
な
政
策
決
定
の
権
限
を
付
与
す
る
こ
と
（
分
権
化
）
に
よ
っ
て

言
語
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
保
護
を
制
度
化
し
て
、
対
立
を
解
消
し
よ
う
と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
や
は
り
後
述
す
る
よ
う
に
、
ア

レ
ン
ド
・
レ
イ
プ
ハ
ル
ト
の
い
う
多
極
共
存
型
な
い
し
合
意
型
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
制
度
化
、
徹
底
し
た
と
も
い
え
る
（
レ
イ
プ
ハ
ル
ト

二
〇
〇
五
：
二
五
―
三
八
）。
で
は
、
分
権
化
を
徹
底
し
た
後
に
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
長
い
政
治
空
白
が
生
じ
た
の
か
。
本
稿
は
、
特
に

二
〇
一
〇
年
六
月
以
降
の
政
治
空
白
（
以
下
、「
ベ
ル
ギ
ー
政
治
危
機
」）
が
生
じ
た
原
因
を
探
る
こ
と
を
一
義
的
な
目
的
と
す
る
）
3
（

。
ま
た
同

時
に
、
で
は
な
ぜ
――
分
裂
す
る
こ
と
な
く
――
一
年
半
で
政
権
が
で
き
あ
が
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
も
考
え
て
み
た
い
。

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
二
〇
〇
七
年
の
分
裂
危
機
に
せ
よ
二
〇
一
〇
年
以
降
の
ベ
ル
ギ
ー
政
治
危
機
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
政
治
危
機
は
、

言
語
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
連
邦
化
導
入
以
降
の
出
来
事
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
ベ
ル
ギ
ー
の
連
邦
制
に
何
ら
か
の
問
題
が
あ
っ
た
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の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
連
邦
制
が
今
回
の
政
治
危
機
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
か
を
考
え
た
い
。

以
下
で
は
、
ま
ず
ベ
ル
ギ
ー
の
よ
う
な
「
多
民
族
連
邦
国
家
」
が
政
治
的
に
安
定
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
い
に
つ
い
て
、
近
年
の
研
究

を
整
理
す
る
。
そ
れ
を
通
じ
て
本
稿
の
焦
点
を
明
確
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

1
．
多
民
族
国
家
の
安
定
／
不
安
定
と
連
邦
制
）
4
（　

か
つ
て
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
イ
カ
ー
は
、
連
邦
制
が
登
場
す
る
の
は
、
あ
る
国
が
外
敵
か
ら
の
侵
略
を
防
ぐ
た
め
、
個
別
に
州
や
地
域
が
外

敵
に
対
抗
す
る
よ
り
は
、
脅
威
を
受
け
る
地
域
全
体
が
結
集
し
て
安
全
保
障
を
は
か
ろ
う
と
す
る
結
果
で
あ
る
と
説
明
し
、「
ひ
と
つ
の
政

府
の
下
で
広
大
な
領
域
を
統
合
す
る
手
法
と
し
て
…
…
帝
国
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
」
で
あ
る
（R

iker, 1964: 5

）
と
評
価
し
た
。

さ
ら
に
レ
イ
プ
ハ
ル
ト
は
、
多
民
族
で
構
成
さ
れ
る
多
元
社
会
が
し
ば
し
ば
連
邦
制
度
形
態
を
採
る
と
論
じ
て
い
る
。
彼
は
、
連
邦
制
の

導
入
に
よ
っ
て
「
政
治
的
な
境
界
﹇
連
邦
構
成
体
の
地
理
的
境
界
線
﹈
が
社
会
的
境
界
線
﹇
民
族
の
地
理
的
境
界
線
﹈
に
近
い
形
で
設
定
さ

れ
れ
ば
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
の
異
質
性
は
そ
の
構
成
単
位
レ
ベ
ル
の
高
い
同
質
性
に
転
化
で
き
る
。
つ
ま
り
、
…
…
比
較
的
同
質
性
の
高
い
小

規
模
の
単
位
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
単
位
内
で
の
社
会
的
多
元
性
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」（
レ
イ
プ
ハ
ル
ト 

二
〇
〇
五
：

一
五
五
）
た
め
、
民
族
間
対
立
を
解
消
で
き
る
と
主
張
し
て
い
る
。

近
年
連
邦
制
に
関
し
て
精
力
的
に
研
究
を
進
め
て
い
る
ウ
ィ
ル
フ
リ
ー
ド
・
ス
ウ
ェ
ン
デ
ン
は
、
政
府
権
力
の
分
有
と
諸
グ
ル
ー
プ
の
自

治
権
、
か
つ
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
の
相
互
チ
ェ
ッ
ク
機
能
に
よ
っ
て
、
連
邦
制
が
民
族
紛
争
を
回
避
で
き
る
と
主
張
し
て
い
る
（
ス
ウ
ェ
ン

デ
ン 

二
〇
一
〇
：
三
五
四
）。
つ
ま
り
連
邦
制
が
「
分
権
化
の
促
進
と
保
護
」
を
目
的
と
す
る
制
度
（
レ
イ
プ
ハ
ル
ト 

二
〇
〇
五
：
三
）
で

あ
る
こ
と
を
根
拠
に
し
て
、
す
な
わ
ち
制
度
設
計
に
よ
っ
て
多
民
族
国
家
を
平
和
裏
に
統
治
し
う
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
）
5
（

。
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し
か
し
、
一
九
八
〇
年
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
七
つ
の
多
民
族
連
邦
制
国
家
の
う
ち
三
つ
（
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ

ア
、
ソ
連
）
は
消
滅
し
た
。
ま
た
カ
ナ
ダ
は
ケ
ベ
ッ
ク
の
問
題
を
抱
え
続
け
、
上
記
の
と
お
り
ベ
ル
ギ
ー
は
近
年
政
治
危
機
に
陥
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
ミ
ハ
イ
ル
・
フ
ィ
リ
ッ
ポ
フ
に
よ
れ
ば
、
ソ
連
崩
壊
後
の
ロ
シ
ア
の
連
邦
制
は
「
民
主
的
連
邦
制
と
は
言
い
難
い
」（Filpov, 

2004: ix

）。
ま
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
レ
ー
ダ
ー
に
よ
れ
ば
、
過
去
存
在
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝

ハ
ン
ガ
リ
ー
を
含
む
、
多
民
族
連
邦
国
家
一
八

国
の
う
ち
、
現
存
し
て
い
る
の
は
半
数
だ
け
で
あ
る
（R

oeder, 2010: 1

）
6
（5

）。
す
な
わ
ち
多
民
族
国
家
の
統
治
制
度
と
し
て
分
権
化
、
連

邦
制
の
採
用
が
適
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
疑
問
視
さ
れ
始
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
鑑
み
、
近
年
「
連
邦
制
の
逆
説
（the 

paradox of the federalism
）」
と
呼
ば
れ
る
、
多
民
族
国
家
に
連
邦
制
度
を
導
入
し
た
こ
と
で
生
じ
る
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
効
果
に
注
目
す
る

研
究
が
急
増
し
、
比
較
政
治
学
に
お
け
る
「
成
長
産
業
」（E

rk and Sw
enden, 2010: 1

）
と
呼
ば
れ
る
に
至
っ
て
い
る
）
7
（

。
節
を
改
め
、
も

う
少
し
説
明
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

1
︱
1　
連
邦
制
の
逆
説
（fed
eral p

arad
o

x / the p
arad

o
x o

f the fed
eralism

）

近
年
の
多
民
族
連
邦
国
家
に
生
じ
た
政
治
的
不
安
定
を
受
け
、「﹇
多
民
族
に
よ
っ
て
﹈
構
成
さ
れ
る
…
…
国
家
に
お
い
て
…
…
権
限
移
譲

し
て
い
く
こ
と
の
効
果
が
長
く
議
論
」
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（K

eating, 2001: 109

）。
す
な
わ
ち
多
民
族
国
家
は
構
成
体
（
地
域
・
民

族
）
間
の
対
立
を
避
け
る
た
め
に
し
ば
し
ば
連
邦
政
府
（
中
央
）
か
ら
構
成
体
に
権
限
を
移
譲
・
分
権
化
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
が
、
果
た

し
て
そ
れ
は
政
治
的
な
安
定
を
担
保
す
る
効
果
的
な
策
な
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
が
提
示
さ
れ
議
論
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
き
、
ま
ず
連
邦
制
の
効
果
を
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
に
評
価
す
る
も
の
と
し
て
、
先
の
レ
イ
プ
ハ
ル
ト
（Lijphart, 1977

）
や
ド
ナ
ル

ド
・
ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
（H

orow
itz, 1985

）
の
成
果
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
ら
の
間
に
は
選
挙
制
度
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
論
争
が
あ
り
そ
の

意
味
で
留
保
条
件
は
多
い
が
、
概
し
て
連
邦
制
や
分
権
化
は
、
民
族
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
集
中
し
た
諸
地
域
の
要
求
・
要
望
を
平
和
裏
に
調
和
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さ
せ
る
有
望
な
手
段
で
あ
る
、
と
す
る
点
で
一
致
し
て
い
る
。

同
様
に
、
一
定
条
件
の
下
で
連
邦
制
は
「
連
邦
化
の
過
程
で
民
族
の
自
己
統
治
を
認
め
る
程
度
に
応
じ
て
、
主
権
獲
得
の
要
求
は
減
じ
ら

れ
る
は
ず
」（H

echter, 2000: 142

―143

）、
連
邦
制
が
多
民
族
国
家
に
お
け
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
＝

文
化
集
団
間
関
係
を
調
和
す
る
こ
と
が
で

き
、
分
離
に
対
す
る
欲
求
を
減
じ
る
（O

’Leary, 2001: 288

）
と
主
張
す
る
成
果
も
多
い
。
ま
た
ヤ
ン
・
エ
ル
ク
は
、
か
つ
て
多
民
族
国
家

に
お
け
る
連
邦
化
導
入
の
過
程
を
「
多
元
的
な
社
会
構
造
に
政
治
制
度
が
調
和
す
る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
」（E

rk, 2008: 1

）
と
定
義
し
、
最

終
的
に
調
和
、
政
治
的
安
定
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
。

他
方
で
、
古
く
は
ウ
ィ
ル
・
キ
ム
リ
ッ
カ
が
「﹇「
民
族
性
に
も
と
づ
く
構
成
体
（nationality-based unit

）」
を
含
む
連
邦
国
家
の
場
合
﹈

エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
の
分
割
を
制
度
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、﹇
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
が
﹈
巨
大
な
国
家
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
暫
定
的
で
あ

り
…
…
﹇
自
分
た
ち
は
﹈
固
有
の
自
己
統
治
の
権
利
を
も
つ
別
者
で
あ
る
と
い
う
主
張
や
信
念
を
正
統
化
す
る
」（K

ym
licka, 1998: 140

）

と
述
べ
て
、
連
邦
制
（
導
入
）
が
国
家
分
裂
（secession

）
を
導
く
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
連
邦
制
の
効
果
に
つ
い
て
、

た
と
え
ば
ス
ヴ
ァ
ン
テ
・
コ
ー
ネ
ル
は
「
地
域
の
自
律
を
制
度
化
す
る
こ
と
で
は
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
間
の
和
平
や
協
調
に
結
び
つ
か
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
む
し
ろ
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
の
動
員
を
促
進
し
、
分
裂
主
義
を
高
め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
軍
事
紛
争
に
ま
で
発
展
す
る
か
も

し
れ
な
い
」（C

ornell, 2002: 247

）
と
危
惧
し
て
お
り
、
さ
ら
に
近
年
に
お
い
て
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
も
「
少
な
く
と
も
短
期
的

に
は
、
連
邦
制
の
制
度
構
造
は
、
あ
る
国
家
が
分
裂
に
直
面
す
る
か
ど
う
か
を
読
み
解
く
た
め
に
は
二
義
的
な
意
味
し
か
も
た
な
い
。
…
…

し
か
し
長
期
的
に
見
れ
ば
確
か
な
こ
と
は
言
え
な
い
」（C

am
eron, 2010: 116

）
と
、
そ
の
効
果
を
疑
問
視
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
研
究
の
う
ち
、
後
者
、
す
な
わ
ち
カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
問
題
、
ス
ペ
イ
ン
の
カ
タ
ロ
ー
ニ
ャ
問
題
、
そ
し
て
消
滅
し
た
ソ

連
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
な
ど
を
例
と
し
て
、
連
邦
国
家
が
分
裂
な
い
し
そ
の
危
機
に
陥
る
可
能
性
（
ネ
ガ
テ
ィ

ヴ
な
効
果
）
を
重
視
す
る
研
究
が
、
近
年
一
般
に
「
連
邦
制
の
逆
説
」（E

rk and A
nderson: 2010

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら

の
連
邦
制
の
効
果
に
関
す
る
研
究
に
一
定
の
解
答
が
与
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
扱
う
事
例
に
応
じ
て
主
張
は
多
様
で
あ
る
。
本
稿
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も
も
ち
ろ
ん
ベ
ル
ギ
ー
一
国
の
事
例
研
究
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
を
「
連
邦
制
の
効
果
」
と
い
う
視
点
で
分
析
す
る
こ
と
で
、
よ
り
大
き
な

文
脈
で
の
「
多
民
族
国
家
の
場
合
、
連
邦
制
は
効
果
的
な
統
治
制
度
か
」（E

rk and Sw
enden, 2010: 7

）
と
い
う
問
い
に
何
ら
か
を
還
元

し
、
何
ら
か
の
貢
献
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
が
一
国
研
究
を
越
え
て
意
図
す
る
問
題
点
は
こ
の
点
で
あ
る
。
一
国
研
究
の
立
場
か
ら

こ
の
大
き
な
文
脈
で
の
問
い
に
挑
戦
す
る
た
め
に
は
、
分
析
枠
組
み
の
設
定
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
以
下
で
は
、
ま
ず
連
邦
制
研
究
の

系
譜
を
整
理
し
、
そ
の
後
ベ
ル
ギ
ー
の
個
別
事
例
研
究
の
方
法
論
を
検
討
す
る
。

2
．
分
析
枠
組
み
の
検
討

2
︱
1　
「
連
邦
制
の
効
果
」
研
究
の
系
譜

連
邦
制
研
究
の
発
端
は
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
制
の
成
立
史
研
究
等
）
8
（

を
除
け
ば
、
ま
ず
は
そ
の
定
義
を
め
ぐ
る
研
究
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
北
川
将
之
が
簡
潔
に
整
理
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
、
ケ
ネ
ス
・
フ
ェ
ア
に
代
表
さ
れ
る
、「
連
邦
（federation

）」
と
「
国

家
連
合
（confederation

）」、「
主
権
国
家
」
の
区
分
を
め
ぐ
る
議
論
で
も
あ
っ
た
（W

heare, 1946

）。
し
か
し
、
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
定

義
の
難
し
さ
の
ゆ
え
に
、
連
邦
制
の
効
果
を
め
ぐ
る
研
究
は
せ
い
ぜ
い
類
型
論
に
留
ま
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
の
な
か
で
も
ラ
イ
カ
ー

は
、
連
邦
制
を
、
税
収
効
率
と
軍
事
増
強
の
た
め
の
「
連
邦
政
府
リ
ー
ダ
ー
と
連
邦
構
成
政
府
と
の
交
渉
﹇
過
程
﹈」
と
し
て
行
動
論
的
視

点
を
も
っ
て
解
釈
（R

iker, 1964: 11

）
し
、
政
党
（
シ
ス
テ
ム
）
の
様
態
と
国
政
の
安
定
／
不
安
定
と
の
相
関
を
類
型
化
し
て
い
た
（Ibid: 

86

―136

）。

し
か
し
こ
の
ラ
イ
カ
ー
に
し
て
も
、
後
に
「
…
…
契
約
が
成
立
し
た
の
ち
、
連
邦
制
は
独
自
の
途
を
歩
む
。
…
…
こ
の
多
様
性
の
た
め
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に
、
連
邦
制
の
運
用
過
程
を
一
般
化
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
連
邦
制
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
部
分
的
に
検
証
可
能
な
理
論
を
構
築

す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
形
成
さ
れ
た
の
ち
、
連
邦
制
の
将
来
に
関
す
る
理
論
を
構
築
で
き
る
と
は
思
わ
な
い
。
お
そ
ら
く
我
々
が
な
し
う

る
の
は
、
…
…
連
邦
制
の
運
用
の
類
型
を
作
り
出
す
こ
と
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
」（R

iker, 1975: 131

）
と
述
べ
、
類
型
論
以
上
の
比
較
分
析
、

連
邦
制
の
効
果
を
め
ぐ
る
分
析
に
は
立
ち
入
ら
な
か
っ
た
（
北
川 

二
〇
〇
〇
）。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
数
年
の
間
新
し
い
研
究
が
大
量
に
生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
目
を
向
け
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ
う
し
た
研
究
が
増
加

し
て
い
る
背
景
に
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
多
民
族
連
邦
国
家
の
動
揺
と
い
う
事
実
に
加
え
て
、
E
U
を
単
一
の
巨
大
な
連
邦
国
家
と
み
な

し
て
、
そ
の
多
層
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
（m

ulti-level governance

）
と
そ
の
効
果
に
注
目
す
る
研
究
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
（H

ooghe and 

M
arks, 2001; Sabel and Zeitlin, 2005

）、
さ
ら
に
は
比
較
政
治
学
の
手
法
が
進
展
し
、
そ
の
対
象
と
し
て
連
邦
制
度
が
取
り
上
げ
ら
れ
る

と
い
う
「
サ
プ
ラ
イ
・
サ
イ
ド
の
要
求
」
も
あ
っ
た
（E

rk and Sw
enden, 2010: 2

―6

）。
た
と
え
ば
、
分
権
化
に
よ
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

権
利
保
護
制
度
を
評
価
す
る
「（
旧
）
制
度
論
的
分
析
」（A

m
oretti and B

erm
eo, 2004

）
を
経
て
、
以
下
に
紹
介
す
る
よ
う
な
、
一
国
研

究
に
留
ま
ら
な
い
計
量
分
析
、
新
制
度
論
的
分
析
が
登
場
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

新
し
い
連
邦
制
の
効
果
を
め
ぐ
る
比
較
研
究
は
、
大
き
く
「
ア
ク
タ
ー
分
析
」
と
「
新
制
度
論
的
分
析
」
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
前

者
は
政
党
な
い
し
政
党
シ
ス
テ
ム
の
様
態
が
連
邦
制
の
「
安
定
」
に
与
え
る
因
果
的
影
響
を
検
討
す
る
（B

urgess et al., 1993; Filippov, 

et al., 2004

）。
ま
た
後
者
は
、
逆
に
連
邦
制
度

0

0

の
進
展
が
政
党
配
置
に
与
え
る
影
響
を
比
較
・
検
討
す
る
も
の
（D

etterbeck and 

H
epbrun, 2010

）
や
、
選
挙
制
度
の
パ
タ
ー
ン
が
分
離
主
義
政
党
の
台
頭
に
影
響
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
（Sorens, 2010: 76

―77

）
な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
多
民
族
連
邦
国
家
の
危
険
性
（
連
邦
制
の
逆
説
）
を
指
摘
す
る
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
近
年
の
比
較
政
治
学
的
手
法
を
用
い
た
「
逆
説
」
研
究
は
、
ベ
ル
ギ
ー
（
の
分
裂
危
機
）
に
つ
い
て
は
楽
観
的
で
あ

る
）
9
（

。
根
本
的
な
問
題
は
、
比
較
研
究
の
事
例
と
し
て
、
た
と
え
二
〇
〇
七
年
の
分
裂
危
機
で
さ
え
も
現
状
で
は
情
報
量
が
不
十
分
で
、
比
較

分
析
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
に
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と
い
う
点
、
さ
ら
に
、
い
か
ん
せ
ん
悲
し
い
か
な
、
二
〇
一
〇
年
以
降
の
長
期
の
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政
治
空
白
に
よ
っ
て
（
筆
者
を
含
め
）
実
証
的
研
究
が
で
き
な
い
手
詰
ま
り
状
態
の
ま
ま
で
あ
っ
た
、
と
い
う
点
に
あ
ろ
う
（
た
と
え
ば
、

B
rans et al., 2009 

な
ど
）。

た
だ
し
、
個
別
研
究
の
範
疇
な
ら
ば
、
二
〇
〇
七
年
の
分
裂
危
機
後
、
ベ
ル
ギ
ー
研
究
が
徐
々
に
増
え
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
個
別
研

究
を
考
察
す
る
こ
と
を
通
じ
て
比
較
可
能
な
枠
組
み
を
考
え
る
こ
と
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
現
状
の
「
逆
説
」
研
究
は
、
新

し
い
比
較
手
法
を
用
い
る
点
で
斬
新
で
は
あ
る
が
、「
逆
説
」
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
実
証
す
る
こ
と
が
中
心
的
な
論
点
で
あ
り
、
連
邦
制

度
の
何
が
問
題
な
の
か
、
な
ぜ
「
逆
説
」
が
生
じ
る
の
か
と
い
う
点
ま
で
十
分
に
は
踏
み
込
め
て
い
な
い
。
も
う
少
し
一
国
の
事
例
（in-

depth

）
研
究
が
な
す
べ
き
仕
事
も
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
近
年
の
連
邦
制
比
較
研
究
の
動
向
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
か
つ
執
筆
時
点
で
筆
者

が
入
手
可
能
な
資
料
を
用
い
て
分
析
で
き
る
枠
組
み
を
模
索
し
た
い
。
以
下
で
は
ベ
ル
ギ
ー
の
近
年
の
政
治
動
向
に
対
す
る
研
究
を
検
討
す

る
。

2
︱
2　
ベ
ル
ギ
ー
（
分
裂
危
機
）
を
扱
っ
た
事
例

二
〇
〇
七
年
六
月
一
〇
日
の
総
選
挙
以
降
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
と
ワ
ロ
ン
諸
政
党
の
政
権
合
意
形
成
が
な
さ
れ
ず
一
九
二
日
の
政
治
空
白
が

生
じ
、「
ベ
ル
ギ
ー
分
裂
危
機
」
が
騒
が
れ
た
。
そ
の
要
因
を
、
特
に
ベ
ル
ギ
ー
の
連
邦
制
と
絡
め
て
解
い
た
も
の
と
し
て
、
第
一
に
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
拒
否
権
（
ベ
ル
ギ
ー
憲
法
第
五
四
条
の
「
ア
ラ
ー
ム
・
ベ
ル
手
続
き
」）
を
挙
げ
る
成
果
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
拒
否
権
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
を
保
護
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
「
多
極
共
存
型
民
主
主
義
」
の
特
徴
で
あ

る
（Lijphart, 1977

）。
実
際
に
リ
ー
ズ
ベ
ッ
ト
・
ホ
ー
ハ
は
、
か
つ
て
こ
の
よ
う
な
少
数
者
保
護
装
置
が
、
ま
さ
に
少
数
者
を
保
護
す
る

こ
と
の
ゆ
え
に
政
治
的
安
定
を
担
保
す
る
と
し
て
評
価
し
て
い
た
（H

ooghe, 2004: 77
―80

）。
し
か
し
、
実
際
の
政
権
形
成
交
渉
に
お
い

て
は
、
少
数
派
（
ワ
ロ
ン
）
が
こ
れ
を
発
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
交
渉
が
長
引
い
た
（B

éland &
 Lecours, 2007; Van H

aute, 2007;  

松
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尾 

二
〇
一
一
）。
つ
ま
り
交
渉
を
長
引
か
せ
た
遠
因
で
も
あ
る
。
こ
の
点
は
現
在
の
ベ
ル
ギ
ー
（
分
裂
危
機
）
研
究
の
水
準
か
ら
み
て
異
論

は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

む
し
ろ
現
在
い
く
つ
か
議
論
が
あ
り
、
本
稿
で
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
問
題
は
、
以
下
の
第
二
の
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
九
三
年

の
連
邦
制
導
入
に
よ
っ
て
ベ
ル
ギ
ー
の
選
挙
区
は
実
質
的
に
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
選
挙
区
と
ワ
ロ
ン
選
挙
区
と
に
分
断
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
フ
ラ

ン
デ
レ
ン
の
政
党
は
他
の
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
政
党
と
、
ワ
ロ
ン
の
政
党
は
他
の
ワ
ロ
ン
の
政
党
と
選
挙
で
競
い
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。
よ
っ

て
、
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
選
挙
区
に
お
い
て
各
政
党
は
「
わ
れ
こ
そ
が
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
利
益
の
最
大
の
具
現
者
で
あ
る
」
と
主
張
し
、

つ
ま
り
民
族
主
義
化
し
、
結
果
的
に
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
と
ワ
ロ
ン
の
政
策
距
離
が
離
れ
、
そ
の
後
の
合
意
形
成
が
困
難
に
な
っ
た
と
い
う
も
の

で
あ
る
（
松
尾 

二
〇
一
〇
a
、Sw

enden, 201

）
10
（2

）。

し
か
し
な
が
ら
、
ベ
ル
ギ
ー
の
二
〇
〇
七
年
分
裂
危
機
に
お
け
る
政
党
行
動
に
関
す
る
見
解
が
こ
れ
で
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

も
ち
ろ
ん
異
論
も
あ
る
）
11
（

。
特
に
現
時
点
で
議
論
さ
れ
て
い
る
点
は
「
選
挙
区
の
分
断
」
と
「
民
族
主
義
化
」
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
で
あ

る
）
12
（

。
す
な
わ
ち
、
九
三
年
以
降
ベ
ル
ギ
ー
の
政
党
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
選
挙
区
が
ワ
ロ
ン
と
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
と
の
二
つ
に
分
断
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
事
実
と
し
て
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
各
政
党
が
民
族
主
義
化
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
主
張
し
、
具
体
的

に
は
、
本
当
に
政
党
が
民
族
主
義
化
し
た
の
か
と
の
問
い
を
立
て
、
長
期
的
な
い
し
一
時
的
な
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
テ
キ
ス
ト
）
分
析
を
行
っ

た
成
果
が
多
く
み
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
レ
ジ
ス
・
ダ
ン
ド
イ
ら
は
選
挙
ご
と
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
テ
キ
ス
ト
分
析
を
行
い
、
以
下
の
よ
う
な
主
張
を
し
て
き
た
。
第
一

に
、
連
邦
化
以
降
も
ベ
ル
ギ
ー
の
主
要
政
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
大
き
な
変
化
は
な
い
が
、
二
〇
〇
三
年
の
選
挙
で
は
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
で

分
権
化
を
支
持
す
る
政
党
が
目
立
つ
（D

andoy, 2009

）。
ま
た
連
邦
化
以
降
二
〇
〇
七
年
ま
で
経
年
比
較
を
試
み
る
と
、
ベ
ル
ギ
ー
の
諸

政
党
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
上
分
権
化
イ
シ
ュ
ー
を
強
調
し
続
け
て
い
る
（D

andoy, 2011a
）。
さ
ら
に
別
の
手
法
を
用
い
た
分
析
で
は
、
ベ
ル

ギ
ー
の
政
党
が
全
体
と
し
て
（
特
に
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
で
）、
西
欧
の
中
で
も
最
も
強
い
「
独
立
（A

utonom
ist

）」
志
向
の
強
い
政
党
に
変
化
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し
た
（D

etterbeck and H
epbrun, 2010; 121

―122

）
と
主
張
す
る
も
の
も
あ
る
。

こ
う
し
た
成
果
の
う
ち
、
以
下
の
成
果
に
は
注
目
し
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、
既
成
政
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
経
年
比
較
し
て
い
く
と
、

民
族
主
義
政
党
の
成
功
に
よ
る
「
汚
染
（contam

ination

）」
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
九
三
年
以
降
は
一
定
の
傾
向
が
み
ら
れ
ず
、
結
論

と
し
て
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
内
容
は
「
個
々
の
政
党
戦
略
」
に
負
う
と
指
摘
す
る
成
果
（Sinardet and M

orsink, 2011

）、
第
二
に
、
二
〇 

一
〇
年
ま
で
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
政
党
間
比
較
す
る
と
、
各
政
党
が
取
り
上
げ
る
イ
シ
ュ
ー
に
大
き
な
差
は
な
い
。
よ
っ
て
政
権
形
成
の
困

難
の
程
度
は
、マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
以
上
に
各
政
党
が
志
向
す
る
「（
イ
シ
ュ
ー
の
）
解
決
方
法
の
相
違
」
に
よ
る
と
指
摘
す
る
も
の
（W

algrave 

et al., 2010

）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
成
果
が
共
通
し
て
示
唆
す
る
の
は
、
政
権
形
成
交
渉
が
長
期
化
す
る
本
質
的
な
原
因
は
、
選
挙
後
の
交

渉
過
程
に
お
け
る
個
々
の
政
党
の
戦
略
に
あ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
実
際
に
先
の
ダ
ン
ド
イ
ら
も
、
別
稿
で
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
が
政
権
交

渉
の
結
果
た
ど
り
着
い
た
政
府
間
合
意
に
必
ず
し
も
忠
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
（D

andoy et al., 201

）
13
（0

）。

つ
ま
り
少
な
く
と
も
現
状
の
ベ
ル
ギ
ー
政
治
危
機
を
め
ぐ
る
実
証
的
研
究
を
指
向
す
る
場
合
、
さ
ら
に
政
党
行
動
に
注
目
す
る
限
り
、
重

要
な
の
は
選
挙
戦
略
以
上
に
、
そ
の
後
の
政
権
交
渉
過
程
そ
の
も
の
で
あ
り
、
交
渉
過
程
に
お
け
る
政
党
戦
略
と
行
動
に
注
目
す
る
こ
と
な

の
で
あ
る
）
14
（

。

以
上
の
点
を
ま
と
め
れ
ば
、
概
し
て
九
三
年
連
邦
化
以
降
の
政
党
の
「
民
族
主
義
化
」
は
あ
る
程
度
妥
当
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
必
ず
し
も
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
上
の
政
策
距
離
・
戦
略
が
連
立
合
意
（
の
難
し
さ
）
を
決
め
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ベ
ル
ギ
ー
の
よ

う
な
合
意
型
民
主
主
義
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
よ
り
研
究
を
精
緻
化
す
る
た
め
に
、
解
決
方
法
を
話
し
合
う
政
権
形
成
交
渉
過
程
自
体
に
注

目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
15
（

。
す
な
わ
ち
、
も
ち
ろ
ん
他
の
外
生
的
要
因
の
影
響
を
排
除
す
る
意
図
は
な
い
が
、
以
上
の
よ
う
な
連
邦
制
の
効

果
を
め
ぐ
る
言
説
を
念
頭
に
、
本
稿
で
は
政
権
形
成
交
渉
に
参
加
し
た
ア
ク
タ
ー
の
行
動
に
対
す
る
連
邦
制
度
の
影
響
に
注
目
し
て
、
ベ
ル

0

0

ギ
ー

0

0

「
連
邦
制

0

0

0

の
逆
説
」
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

よ
っ
て
分
析
枠
組
み
は
、
連
邦
制
度
が
連
立
交
渉
ア
ク
タ
ー
の
行
動
に
及
ぼ
す
影
響
を
抽
出
す
る
枠
組
み
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
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を
念
頭
に
、
本
稿
の
分
析
枠
組
み
を
検
討
し
よ
う
。

2
︱
3　
連
邦
制
と
政
党
シ
ス
テ
ム
の
多
層
化

分
析
枠
組
み
の
設
定
に
あ
た
り
、
総
論
と
し
て
、
こ
こ
で
問
わ
れ
て
い
る
の
は
「
連
邦
制
の
効
果
」
で
あ
る
と
い
う
点
を
改
め
て
指
摘
し

て
お
き
た
い
。
つ
ま
り
本
稿
の
場
合
ベ
ル
ギ
ー
を
事
例
と
す
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
政
治
危
機
の
要
因
を
分
析
す
る
に
際
し
て
「
連
邦
制
」
に

注
目
を
す
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
何
ら
か
の
要
因
を
抽
出
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
「
連
邦
制
の
効
果
」
な
の
か
、
そ
れ
と
も
他
の
「
ベ

ル
ギ
ー
政
治
に
特
有
の
制
度
的
効
果
」
な
の
か
を
峻
別
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
く
は
必
ず
し
も
明
確
に
峻
別
さ
れ
な

く
て
も
、
あ
る
条
件
、
要
因
を
連
邦
制
が
強
化
し
て
い
る
か
、
そ
れ
と
も
弱
め
て
い
る
か
、
も
し
く
は
何
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
な
い
の

か
、
と
い
う
点
を
常
に
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

で
は
、
こ
こ
で
い
う
「
連
邦
制
」
と
は
何
か
。
単
に
「
連
邦
制
」
と
は
い
っ
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
曖
昧
で
あ
り
、
操
作
可
能
な
分
析
的

概
念
と
し
て
再
定
義
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
先
の
ス
ウ
ェ
ン
デ
ン
の
成
果
を
参
考
に
し
た
い
。
ス
ウ
ェ
ン
デ

ン
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
連
邦
制
度
の
定
義
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
そ
の
多
様
性
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
「
連
邦
制
」
を
機
能
的
に

類
型
化
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
連
邦
制
は
、
主
に
（
1
）憲
法
上
の
規
定
に
お
け
る
中
央
と
地
域
へ
の
立
法
・
行
政
権
限
の
配
分
、

（
2
）行
財
政
（
課
税
・
再
分
配
政
策
）
上
の
権
限
配
分
、（
3
）政
党
シ
ス
テ
ム
の
多
様
性
（
政
党
シ
ス
テ
ム
が
全
国
政
党
と
非
全
国
政
党

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
か
／
非
全
国
政
党
の
み
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
か
）、（
4
）公
共
政
策
決
定
過
程
に
お
け
る
連
邦
（
中
央
）

政
府
と
連
邦
構
成
体
（
地
域
）
政
府
の
相
互
関
係
、（
5
）民
族
の
地
理
的
凝
集
性
の
程
度
、
に
よ
っ
て
「
二
元
的
連
邦
制
」
と
「
有
機
的

連
邦
制
」
に
分
類
さ
れ
る
（
ス
ウ
ェ
ン
デ
ン 

二
〇
一
〇
）。

ス
ウ
ェ
ン
デ
ン
が
着
目
し
た
連
邦
制
の
機
能
分
類
の
な
か
で
、
本
稿
で
は
、
先
に
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
政
権
形
成
交
渉
に
参
加
す
る
ア
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ク
タ
ー
（
政
党
）
の
行
動
に
注
目
す
る
た
め
、「
連
邦
制
」
を
基
本
的
に
（
3
）「
政
党
シ
ス
テ
ム
次
元
」
に
限
定
し
て
検
討
す
る
こ
と
と
す

る
。
連
邦
制
の
下
で
は
、
連
邦
構
成
体
に
相
対
的
に
大
き
な
政
策
決
定
権
限
が
付
与
さ
れ
る
た
め
、
連
邦
（
中
央
）
の
政
党
シ
ス
テ
ム
と
は

別
に
、
地
域
独
自
の
政
党
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ス
ウ
ェ
ン
デ
ン
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
政
党
シ
ス
テ
ム
の
「
断
片
化
」

と
呼
び
、
全
国
政
党
）
16
（

と
非
全
国
政
党
の
割
合
で
各
国
を
分
類
す
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ベ
ル
ギ
ー
は
一
九
六
〇
年
代
以
降
全
国
政
党
が
地

域
・
民
族
ご
と
に
分
裂
し
、
現
在
は
全
国
政
党
を
有
し
な
い
、
す
な
わ
ち
非
全
国
政
党
の
み
に
よ
っ
て
政
党
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
る
稀
な

例
と
さ
れ
る
（
ス
ウ
ェ
ン
デ
ン 

二
〇
〇
六
：
二
〇
二
）。
そ
の
特
殊
性
を
考
慮
し
た
く
、
本
稿
で
は
連
邦
化
が
政
党
シ
ス
テ
ム
に
及
ぼ
す
効

果
に
注
目
し
た
い
。

こ
の
点
を
さ
ら
に
ク
リ
ス
・
デ
ス
ハ
ウ
ア
ー
に
よ
る
議
論
を
参
照
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。
デ
ス
ハ
ウ
ア
ー
は
、
連
邦
化
に
よ
っ
て
ベ
ル

ギ
ー
の
政
党
シ
ス
テ
ム
が
「
連
邦
議
会
・
政
府
（
中
央
）
の
政
党
シ
ス
テ
ム
」
と
「
地
域
議
会
（
地
方
）
の
政
党
シ
ス
テ
ム
」
と
に
分
断
さ

れ
て
い
る
状
況
を
「
政
党
シ
ス
テ
ム
の
多
層
化
（m

ulti-layered system
s

）」
と
定
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
政
党
間
・
政
党
内
の
戦
略
を
め
ぐ

る
一
致
（congruence

）
と
不
一
致
（incongruence

）
を
生
み
出
す
結
果
（
図
1
）、
政
権
交
渉
や
政
策
決
定
に
多
様
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
を
記
述
的
に
論
じ
て
い
る
（D

eschouw
er, 2009

）
17
（a

）。

後
述
す
る
よ
う
に
、
ベ
ル
ギ
ー
は
一
九
九
三
年
に
連
邦
化
し
、
連
邦
（
中
央
）
議
会
と
は
別
に
、
地
域
（
地
方
）
議
会
を
直
接
選
挙
で
選

出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
両
方
で
議
席
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
政
党
な
ら
ば
、
地
域
議
会
選
挙
に
も
、
連
邦
議
会
選
挙
に

も
、
候
補
者
を
立
て
る
。
つ
ま
り
政
党
は
中
央
選
挙
と
地
方
選
挙
の
両
方
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
た
と
え
ば

1
の
よ
う
な
場
合
、
成
立
し
た
連
邦
政
府
と
地
域
政
府
は
一
致
し
て
政
局
運
営
が
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
逆
に
3
の
場
合
に
は
地
域
政

府
と
連
邦
政
府
の
間
で
政
策
の
齟
齬
が
生
じ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
拒
否
権
の
発
動
な
ど
も
さ
れ
や
す
く
な
っ
た
り
す
る
だ
ろ
う
。
そ
し

て
2
の
よ
う
な
部
分
的
不
一
致
が
あ
る
場
合
、
連
邦
与
党
と
地
域
与
党
を
担
う
A
政
党
は
、
双
方
の
利
益
を
調
整
し
つ
つ
円
滑
か
つ
安
定
的

な
政
権
運
営
を
継
続
し
う
る
可
能
性
も
あ
る
し
、
逆
に
地
域
利
益
と
中
央
利
益
の
板
挟
み
の
な
か
で
困
難
な
状
況
に
追
い
や
ら
れ
る
か
も
し
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れ
な
い
。
つ
ま
り
連
邦
化
の
結
果
生

じ
た
「
政
党
シ
ス
テ
ム
の
多
層
化
」

が
政
党
ア
ク
タ
ー
に
何
ら
か
の
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
に
デ
ス
ハ
ウ
ア
ー
は

注
目
し
た
の
で
あ
る
。

デ
ス
ハ
ウ
ア
ー
は
二
〇
一
〇
年
の

政
治
危
機
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
て

い
な
い
た
め
、
本
稿
で
も
連
邦
化
の

影
響
と
し
て
「
政
党
シ
ス
テ
ム
の
多

層
化
」
に
注
目
し
二
〇
一
〇
年
六
月

以
降
の
交
渉
過
程
を
検
討
す
る
。
次

節
で
は
、
さ
ら
に
「
連
立
交
渉
過

程
」
を
分
析
す
る
視
角
を
検
討
す

る
。

図1　連合政府の垂直的（不）一致の類型

2　中央政府と地方政府の部分的（不）一致

3　中央政府と地方政府の完全不一致

1　中央政府と地方政府の完全一致

連邦政府

A政党 B政党

A政党 B政党

地域政府

連邦政府

A政党 B政党

C政党 A政党

地域政府

連邦政府

A政党 B政党

C政党 D政党

地域政府

出典：Deschouwer, 2009a: 16, Figure.1
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2
︱
4　
制
度
が
政
権
交
渉
ア
ク
タ
ー
に
与
え
る
影
響
︱︱
対
立
と
追
従
の
ロ
ジ
ッ
ク

繰
り
返
す
が
、
本
稿
で
は
「（
連
邦
）
制
度
が
交
渉
ア
ク
タ
ー
の
行
動
に
与
え
る
影
響
」
を
検
討
す
る
。
以
下
で
は
、
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ワ

ル
グ
ラ
ー
ヴ
ら
の
成
果
（W

algrave and V
liegenthart, 2010

）
に
も
と
づ
い
て
、
政
治
制
度
が
連
立
交
渉
ア
ク
タ
ー
の
行
動
に
与
え
る

影
響
を
検
討
す
る
視
点
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

ワ
ル
グ
ラ
ー
ヴ
ら
は
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
フ
ラ
ン
ク
・
バ
ウ
ム
ガ
ー
ト
ナ
ー
の
政
策
過
程
分
析
（Jones and B

aum
gartner, 

2005

）
に
も
と
づ
い
て
、
二
〇
〇
七
年
ま
で
の
ベ
ル
ギ
ー
議
会
に
お
い
て
、
あ
る
イ
シ
ュ
ー
が
ど
の
程
度
注
目
（attention

）
さ
れ
る
か
、

つ
ま
り
議
会
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
お
い
て
特
定
の
イ
シ
ュ
ー
が
ど
の
程
度
連
続
な
い
し
断
続
す
る
か
を
検
討
し
た
。

ジ
ョ
ー
ン
ズ
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
政
治
を
事
例
と
し
て
、
外
的
な
環
境
か
ら
発
せ
ら
れ
る
信
号
（
情
報
）
を
、
ア
ク
タ
ー
が
「
見
い
だ
し
、

解
釈
し
、
そ
の
優
位
性
と
緊
急
性
に
応
じ
て
優
先
順
位
を
つ
け
、
さ
ら
に
そ
の
優
先
順
位
に
も
と
づ
い
て
公
共
政
策
を
形
成
す
る
プ
ロ
セ

ス
」（Jones and B

aum
gartner, 2005: 274

）
に
注
目
し
た
。
要
は
情
報
が
政
策
過
程
に
及
ぼ
す
影
響
を
検
討
す
る
研
究
で
あ
る
。
彼
ら

が
注
目
す
る
の
は
、
情
報
の
不
確
実
性
や
非
対
称
性
を
前
提
と
し
て
、
情
報
を
受
け
取
る
側
が
情
報
を
ど
う
処
理
し
、
そ
れ
に
ど
う
反
応
す

る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
反
応
に
応
じ
て
、
あ
る
イ
シ
ュ
ー
が
連
続
的
に
審
議
さ
れ
る
か
、
そ
れ
と
も
他
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
取
っ
て
代

わ
ら
れ
る
か
、
す
な
わ
ち
断
続
す
る
か
を
計
量
的
に
検
討
す
る
。
詳
細
は
こ
こ
で
は
省
く
が
、
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
情
報
を
受
け
取
っ
た
ア
ク

タ
ー
の
反
応
と
し
て
、
議
会
に
お
い
て
周
囲
と
「
対
立
（friction

）」
す
る
行
動
を
採
る
場
合
や
、
周
囲
に
「
追
従
（cascading

）」
す
る

行
動
を
採
る
場
合
が
あ
る
。

こ
れ
を
ベ
ル
ギ
ー
政
治
に
適
応
し
て
、
ど
の
程
度
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
断
続
す
る
か
と
い
う
問
題
を
検
討
し
た
の
が
、
先
の
ワ
ル
グ
ラ
ー
ヴ
ら

の
成
果
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
議
会
内
で
ア
ク
タ
ー
間
の
「
対
立
」
が
顕
著
な
と
き
は
、
議
会
で
意
見
の
一
致
が
み
ら
れ
ず
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
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の
変
化
が
生
じ
な
い
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
他
の
ア
ク
タ
ー
が
「
追
従
」
す
る
と
き
は
、
新
し
い
イ
シ
ュ
ー
が
議
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
す

な
わ
ち
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
断
続
す
る
場
合
が
あ
る
（W

algrave and V
liegenthart, 2010: 1147

―1148

）。
彼
ら
が
取
り
上
げ
る
イ
シ
ュ
ー
は

必
ず
し
も
「
分
権
化
」
や
「
連
邦
」
を
め
ぐ
る
議
論
に
限
ら
れ
な
い
。
様
々
な
イ
シ
ュ
ー
が
議
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
頻
度
を
計
量
的
に
分

析
し
、
ベ
ル
ギ
ー
議
会
に
お
け
る
「
追
従
」
モ
デ
ル
の
妥
当
性
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
、
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
議
会
内
に
「
対
立
」
が

生
じ
や
す
く
、
も
し
く
は
「
追
従
」
が
生
じ
や
す
い
か
を
、
制
度
設
計
が
左
右
す
る
と
述
べ
る
。

こ
れ
ら
の
成
果
は
、
も
ち
ろ
ん
本
来
の
目
的
は
「
情
報
（
処
理
）
と
政
治
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
本
稿
の
目
的
（
政
権
形
成
交
渉
過

程
の
検
討
）
と
は
一
致
し
な
い
が
、
そ
れ
で
も
な
お
こ
れ
ら
の
枠
組
み
は
本
稿
に
と
っ
て
示
唆
的
な
も
の
で
あ
る
。
実
際
に
こ
の
「
対

立
」
と
「
追
従
」
の
ロ
ジ
ッ
ク
は
予
算
案
の
政
治
過
程
分
析
の
他
、
政
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
変
化
の
分
析
に
も
用
い
ら
れ
（W

algrave and 

N
uytem

ans, 2009

）、
幅
広
い
援
用
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。
本
稿
の
課
題
に
と
っ
て
も
、
こ
の
「
対
立
」
と
「
追
従
」
の
ロ
ジ
ッ
ク
は
有

益
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
制
度
の
条
件
次
第
で
、
あ
る
ア
ク
タ
ー
が
周
囲
の
ア
ク
タ
ー
と
対
立
す
る
（
合
意
し
な
い
）
か
、
そ
れ
と
も
周

囲
に
追
従
す
る
（
合
意
す
る
）
か
が
左
右
さ
れ
る
と
想
定
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
、
制
度
的
条
件
が
政
権
形
成
交
渉
過

程
に
お
け
る
ア
ク
タ
ー
の
行
動
（「
対
立
」
や
「
追
従
」）
を
左
右
し
、
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
実
証
す
る
枠
組
み
で
も
あ
る
）
18
（

。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
政
権
形
成
交
渉
過
程
に
お
い
て
、
交
渉
ア
ク
タ
ー
の
間
に
「
対
立
」
が
生
じ
た
要
因
や
、
他
方
で
そ
の
過
程
で
「
追

従
」
が
生
じ
て
結
果
的
に
政
権
合
意
に
至
っ
た
要
因
も
、
制
度
と
の
絡
み
で
、
か
つ
一
つ
の
枠
組
み
で
、
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
な
は
ず
で

あ
る
。
以
下
で
は
ワ
ル
グ
ラ
ー
ヴ
ら
に
よ
る
、
ア
ク
タ
ー
間
に
「
対
立
」
と
「
追
従
」
を
生
み
出
す
制
度
的
条
件
を
整
理
し
た
い
。

第
一
に
「
ア
ク
タ
ー
の
多
様
性
」
と
い
う
条
件
が
あ
る
。
こ
れ
は
ア
ク
タ
ー
が
多
様
（m

ultiple

）
に
な
る
こ
と
の
影
響
で
あ
る
。
ワ
ル

グ
ラ
ー
ヴ
ら
は
、
ア
ク
タ
ー
が
多
様
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
合
意
が
強
要
さ
れ
る
と
ア
ク
タ
ー
は
「
対
立
」
関
係
に
陥
り
や
す
い
と
述
べ

る
。
し
か
し
、
そ
の
と
き
で
も
ア
ク
タ
ー
が
「
自
律
）
19
（

」
し
て
い
れ
ば
、
合
意
へ
の
「
追
従
」
が
生
じ
や
す
い
と
述
べ
る
（W

algrave and 

V
liegenthart, 2010: 1152

）。
こ
れ
に
従
え
ば
、
政
権
形
成
交
渉
過
程
は
本
質
的
に
多
数
の
ア
ク
タ
ー
に
よ
る
合
意
形
成
（
が
不
可
避
的
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に
強
要
さ
れ
る
）
過
程
で
あ
る
た
め
、「
ア
ク
タ
ー
の
多
様
性
」
な
い
し
「
自
律
性
」
は
本
稿
に
と
っ
て
も
重
要
な
視
点
で
あ
る
。
本
稿
で

は
、
こ
の
条
件
が
二
〇
一
〇
年
ベ
ル
ギ
ー
危
機
に
お
け
る
交
渉
過
程
で
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
か
、
さ
ら
に
そ
れ
が
連
邦
化
（
政
党
シ
ス
テ

ム
の
多
層
化
）
に
影
響
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。

第
二
に
「
ア
ク
タ
ー
間
の
競
合
性
」
と
い
う
条
件
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
本
来
、
制
度
か
ら
派
生
す
る
条
件
で
は
な
く
、
む
し
ろ
合

意
形
成
の
際
の
イ
シ
ュ
ー
の
属
性
に
関
す
る
条
件
で
あ
る
。
し
か
し
「
あ
る
ア
ク
タ
ー
が
成
功
す
る
と
み
た
と
た
ん
に
、
他
の
ア
ク
タ
ー

は
﹇
票
、
メ
デ
ィ
ア
の
注
目
、
公
的
資
金
な
ど
の
希
少
資
源
を
め
ぐ
る
﹈
競
合
に
負
け
な
い
た
め
に
「
対
立
」
行
動
を
や
め
る
（
追
従
）」

（W
algrave and V

liegenthart, 2010: 1153

）
と
も
述
べ
ら
れ
、
次
の
「
罰
則
」
な
い
し
「
報
酬
」
と
関
連
す
る
制
度
的
条
件
で
も
あ
る
。

よ
っ
て
、
第
三
の
「
罰
則
と
報
酬
」
を
検
討
す
る
。

「
罰
則
（sanction

）
と
報
酬
（rew

ards

）」
は
、
す
ぐ
に
罰
則
（
な
い
し
報
酬
）
が
与
え
ら
れ
る
場
合
、「
追
従
」
が
起
り
や
す
い
と
す

る
条
件
で
あ
る
。
逆
に
、
た
と
え
「
対
立
」
行
動
を
採
っ
て
い
て
も
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
「
罰
則
」
な
い
し
「
報
酬
」
が
直
ち
に
与
え
ら

れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
ア
ク
タ
ー
は
そ
の
「
対
立
」
行
動
を
す
ぐ
に
や
め
る
こ
と
は
な
い
（W

algrave and V
liegenthart 2010: 1153

）。

政
治
過
程
に
お
い
て
一
般
的
に
述
べ
ら
れ
る
罰
則
な
い
し
報
酬
と
は
、
公
的
資
金
や
メ
デ
ィ
ア
の
対
応
で
あ
る
（H

ino, 2005; 2012

）
が
、

最
も
伝
統
的
な
も
の
は
、
こ
こ
で
の
ア
ク
タ
ー
を
政
党
と
仮
定
す
る
と
、「
次
回
選
挙
で
の
成
否
」
で
あ
ろ
う
。
公
的
資
金
を
ど
の
程
度
得

ら
れ
る
か
、
も
し
く
は
メ
デ
ィ
ア
の
対
応
如
何
も
、
あ
る
意
味
次
回
選
挙
で
の
成
否
に
か
か
わ
る
条
件
で
あ
る
。
政
権
形
成
交
渉
の
成
否
は

次
回
選
挙
に
お
い
て
重
要
な
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
（M

üller and Strøm
, 1999

）、
本
稿
で
は
こ
れ
を
「
次
回
選
挙
」
と
し

て
一
括
し
、
連
立
政
権
形
成
交
渉
に
お
け
る
「
次
回
選
挙
」
の
影
響
、
そ
し
て
連
邦
化
が
そ
れ
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
と
い
う
点

に
も
注
目
す
る
。

第
四
に
、
彼
ら
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
条
件
を
挙
げ
る
。
こ
れ
は
、
互
い
の
行
動
が
わ
か
り
や
す
い
場
合
、「
追
従
」
が

起
こ
り
や
す
く
、
逆
に
交
渉
相
手
の
行
動
の
不
確
実
性
が
高
い
場
合
、
自
ら
の
政
策
や
戦
略
に
固
執
せ
ざ
る
を
得
ず
「
対
立
」
し
や
す
い
と
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す
る
条
件
で
あ
る
。
も
う
少
し
言
え
ば
、
あ
る
ア
ク
タ
ー
が
交
渉
に
入
ろ
う
と
す

る
と
き
、
も
し
く
は
交
渉
過
程
に
お
い
て
、
何
ら
か
の
条
件
に
よ
っ
て
交
渉
相
手

の
出
方
が
わ
か
り
に
く
い
と
、
交
渉
前
に
妥
協
案
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
、
自
論
に
固
執
す
る
可
能
性
が
高
ま
り
、
結
果
的
に
合
意
形
成
を
困
難
に
す

る
こ
と
を
意
味
す
る
（W

algrave and V
liegenthart 2010: 1153

）。
連
立
政
権

形
成
交
渉
に
お
い
て
も
、「
相
手
の
出
方
」
は
戦
略
を
左
右
す
る
重
要
な
要
因
で

あ
る
か
ら
、
本
稿
は
こ
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
点
に
も
注
目
し
、

さ
ら
に
こ
れ
が
連
邦
化
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
影
響
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
を

考
慮
す
る
。

最
後
に
、「
手
続
き
コ
ス
ト
」
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ワ
ル
グ
ラ
ー
ヴ
ら
に

よ
れ
ば
、
日
常
の
行
動
は
コ
ス
ト
が
低
い
の
で
「
追
従
」
が
生
じ
や
す
い
が
、
時

間
や
リ
ソ
ー
ス
を
消
費
す
る
手
続
き
を
要
す
る
行
動
に
つ
い
て
は
「
対
立
」
を
生

み
や
す
い
。
コ
ス
ト
を
要
す
る
決
定
に
つ
い
て
は
、
各
ア
ク
タ
ー
が
自
ら
の
考
え

を
変
え
ず
、相
対
的
に
強
固
に
固
執
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る（W

algrave 

and V
liegenthart 2010: 1154

）。
連
立
交
渉
が
非
日
常
的
な
政
治
行
動
で
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
す
な
わ
ち
「
対
立
」
し
や
す
い
。
本
稿
で
の
問
題

は
、
連
邦
制
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
一
層
コ
ス
ト
が
高
ま
る
か
否
か
に
注
目
す
る
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
本
稿
で
は
（
1
）ア
ク
タ
ー
の
多
様
性
、（
2
）次
回
選

制度的要因
A）アクターの多様性
B）次回選挙
C）コミュニケーション
D）手続きコスト

連邦制の特徴
・アクターの多層化

交渉アクター
対立

追従

＋ or -

図2　分析枠組み

出典：筆者作成



234

挙
の
見
込
み
、（
3
）コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、（
4
）連
立
交
渉
過
程
自
体
の
手
続
き
コ
ス
ト
、
の
四
つ
の
視
点
に
注
目
し
て
ベ
ル
ギ
ー
の

政
権
形
成
交
渉
を
分
析
し
、
さ
ら
に
以
上
の
条
件
に
、
前
節
で
挙
げ
た
連
邦
制
度
（
主
に
「
政
党
シ
ス
テ
ム
の
多
層
化
」）
の
効
果
を
考
慮

し
て
、
連
立
交
渉
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
ま
で
の
議
論
を
ま
と
め
る
と
、
図
2
の
よ
う
に
な
る
。

3
．
ベ
ル
ギ
ー
連
邦
制
と
危
機
の
背
景

具
体
的
な
連
立
交
渉
過
程
の
検
討
に
入
る
前
に
、
ま
ず
ベ
ル
ギ
ー
連
邦
制
度
の
特
徴
を
簡
単
に
整
理
し
、
さ
ら
に
こ
こ
数
年
の
ベ
ル

ギ
ー
政
治
に
お
け
る
二
つ
の
主
要
論
点
で
あ
る
「
経
済
格
差
」
と
「
B
H
V
問
題
」
を
連
立
交
渉
の
背
景
と
し
て
説
明
す
る
。
そ
の
後
、

二
〇
一
〇
年
政
治
危
機
の
前
提
と
な
る
二
〇
〇
七
年
六
月
一
〇
日
以
降
の
一
九
二
日
の
政
治
空
白
に
つ
い
て
、
概
要
を
ま
と
め
て
お
き
た

い
。

3
︱
1　
ベ
ル
ギ
ー
連
邦
制
度

ベ
ル
ギ
ー
は
一
九
六
〇
年
代
の
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
と
ワ
ロ
ン
の
対
立
を
契
機
に
両
民
族
・
言
語
の
分
権
化
・
連
邦
化
を
進
め
る
（
松
尾 

二
〇
一
〇
b
）。
独
立
時
に
国
家
形
成
の
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
の
は
、
当
時
経
済
的
に
豊
か
で
あ
っ
た
ワ
ロ
ン
（
フ
ラ
ン
ス
語
）
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
な
か
で
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
は
急
激
に
人
口
が
増
加
し
、
さ
ら
に
ワ
ロ
ン
経
済
を
さ
さ
え
て
い
た
石
炭

の
需
要
が
国
際
的
に
低
下
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
豊
か
な
港
を
も
つ
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
に
外
資
が
集
中
し
て
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の

経
済
が
急
成
長
し
た
。
こ
れ
ら
を
背
景
に
一
九
六
〇
年
代
に
は
ワ
ロ
ン
優
位
の
諸
制
度
に
対
す
る
見
直
し
要
求
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
わ
け
で
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あ
る
。
こ
う
し
て
両
言
語
・
民
族
の
間
の
対
立
が
激
し
く
な
り
、
一
九
七
〇
年
の
憲
法
改
正
を
手
始
め
に
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
と
ワ
ロ
ン
そ
れ

ぞ
れ
の
自
治
が
拡
大
し
、
計
四
回
の
憲
法
改
正
を
経
て
一
九
九
三
年
に
「
連
邦
国
家
」
を
宣
言
す
る
に
至
っ
た
。

こ
の
四
回
の
憲
法
改
正
は
、
そ
の
全
て
を
詳
述
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
経
済
的
優
位
を
背
景
に
自
治
を
高
め
よ
う
と
す
る
フ
ラ
ン
デ

レ
ン
側
の
要
求
に
、
一
九
七
〇
年
、
八
〇
年
、
八
八
年
と
そ
の
都
度
対
応
し
て
い
っ
た
結
果
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
逆
に
言
え
ば
、
ベ

ル
ギ
ー
が
地
域
へ
権
限
を
移
譲
（
分
権
化
）
し
て
い
っ
た
の
は
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
自
治
要
求
を
そ
こ
で
食
い
止
め
よ
う
と
し
た
結
果
で

あ
っ
た
（
た
と
え
ば
一
九
七
〇
年
の
憲
法
改
正
に
つ
い
て
は
松
尾 

二
〇
一
〇
b
）。
自
治
を
要
求
す
る
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
と
既
得
権
益
に
固
執

す
る
ワ
ロ
ン
の
、
四
半
世
紀
に
及
ぶ
交
渉
の
結
果
生
ま
れ
た
、
一
九
九
三
年
の
連
邦
制
は
特
殊
で
複
雑
で
あ
る
。

ベ
ル
ギ
ー
が
九
三
年
に
導
入
し
た
連
邦
制
は
、
図
3
に
示
す
よ
う
に
、
地
理
的
単
位
で
あ
る
「
地
域
」
と
別
に
「
言
語
」
と
い
う
属
人
的

単
位
に
よ
っ
て
も
構
成
さ
れ
た
、
複
雑
な
三
層
の
統
治
構
造
を
有
し
て
い
る
。
ま
ず
ベ
ル
ギ
ー
（
中
央
）
連
邦
政
府
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
デ
レ

ン
、
ワ
ロ
ン
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
と
い
う
三
つ
の
「
地
域
」
と
い
う
構
成
体
、
さ
ら
に
属
人
的
な
オ
ラ
ン
ダ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語

（
人
口
の
約
〇
・
五
％
と
い
わ
れ
る
）
と
い
う
言
語
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
た
「
共
同
体
」
と
い
う
構
成
体
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
先
に
「
三
層
」
と
は
述
べ
た
も
の
の
、
図
4
に
示
す
よ
う
に
、
連
邦
政
府
、
言
語
共
同
体
政
府
、
地
域
政
府
の
あ
い
だ
に
明
確
な
上

下
関
係
の
規
定
は
な
く
、
担
当
す
る
政
策
領
域
が
異
な
る
だ
け
で
あ
る
。
九
三
年
時
点
で
は
、
主
に
連
邦
政
府
は
安
全
保
障
や
外
交
、
社
会

保
障
権
限
を
有
す
る
。
言
語
共
同
体
政
府
は
教
育
、
文
化
、
言
語
に
か
か
わ
る
政
策
の
権
限
を
有
し
、
地
域
政
府
は
域
内
の
公
共
事
業
な
ど

経
済
政
策
を
担
当
す
る
。

な
お
、
先
述
の
と
お
り
、
九
三
年
以
前
に
も
共
同
体
政
府
・
議
会
、
地
域
政
府
・
議
会
は
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
議
会
が
直
接

選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
九
三
年
の
連
邦
国
家
化
以
降
で
あ
る
。
ベ
ル
ギ
ー
の
政
党
は
一
九
六
〇
年
代
以
降
、

徐
々
に
地
域
政
党
に
分
裂
し
全
国
政
党
は
消
滅
し
た
が
、
九
三
年
の
地
域
議
会
へ
の
直
接
選
挙
導
入
に
よ
っ
て
、
政
党
シ
ス
テ
ム
は
連
邦
議

会
を
構
成
す
る
政
党
シ
ス
テ
ム
と
、
各
地
域
議
会
を
構
成
す
る
政
党
シ
ス
テ
ム
と
に
「
多
層
化
」
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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フランデレン地域 ワロン地域 ブリュッセル首都地域

オランダ語共同体 フランス語共同体 ドイツ語共同体

図3　ベルギーの連邦制度（地理的）

出典：ベルギー連邦政府HP

国家

州

市町村

連邦

州

市町村

地域 共同体

図4　ベルギーの連邦制度（垂直的）

独立時 連邦化後

出典：Sägesser, 2009: 12の図より筆者作成。
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そ
の
後
、
二
〇
〇
一
年
に
は
再
び
憲
法
改
正
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
地
域
政
府
へ
の
課
税
権
の
委
譲
等
が
進
ん
で
い
る
（
津
田 

二
〇
〇
八
）。

こ
の
よ
う
に
、
ベ
ル
ギ
ー
は
民
族
間
の
対
立
を
解
決
す
る
た
め
に
、
徐
々
に
分
権
化
を
進
め
、
独
自
の
連
邦
制
度
を
作
り
出
し
た
。
ま
た
連

邦
で
の
閣
僚
ポ
ス
ト
配
分
を
言
語
別
に
同
等
と
す
る
こ
と
、
少
数
者
の
拒
否
権
を
認
め
る
な
ど
、
成
立
当
時
ベ
ル
ギ
ー
の
連
邦
制
度
は
レ
イ

プ
ハ
ル
ト
に
よ
る
多
極
共
存
型
民
主
主
義
の
「
複
写
」（D

eschouw
er, 2009c: 71

）
と
さ
れ
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
に
ベ
ル
ギ
ー
の
連
邦

制
度
は
複
雑
だ
が
、
デ
ス
ハ
ウ
ア
ー
の
設
定
に
従
い
、
議
論
を
明
確
に
し
た
く
、
本
稿
が
連
邦
構
成
体
と
し
て
取
り
扱
う
の
は
、
フ
ラ
ン
デ

レ
ン
と
ワ
ロ
ン
の
地
域
政
府
で
あ
る
（D

eschouw
er, 2009a: 1

）
20
（8

）。

3
︱
2　
争
点

（
1
）
経
済
格
差
と
財
政
の
分
権
化

一
九
六
〇
年
代
に
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
と
ワ
ロ
ン
の
対
立
は
激
し
く
な
り
、
そ
れ
が
全
国
政
党
の
消
滅
と
地
域
政
党
化
を
招
き
、
さ
ら
に
連
邦

化
改
革
が
始
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
背
景
に
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
と
ワ
ロ
ン
と
の

経
済
的
、
社
会
的
地
位
が
逆
転
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ベ
ル
ギ
ー
独
立
時
に
は
豊
か
な
炭
鉱
を
有
し
経
済
的
に
豊
か
で
あ
っ
た
ワ
ロ
ン
が
国
家

形
成
を
主
導
し
た
。
当
時
ベ
ル
ギ
ー
の
公
用
語
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
オ
ラ
ン
ダ
語
公
用
語
化
運
動
が
起
こ
り
、
既
に
一
九
三
〇
年
代
に
地
域
別
に
公
用
語
が
定
め
ら
れ
て
い
た
（
フ

ラ
ン
デ
レ
ン
：
オ
ラ
ン
ダ
語
／
ワ
ロ
ン
：
フ
ラ
ン
ス
語
／
例
外
的
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
は
多
く
が
フ
ラ
ン
ス
語
住
民
で
占
め
ら
れ
、
両
語
圏
と

さ
れ
た
）
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
も
実
質
的
に
行
政
上
、
ま
た
教
育
上
フ
ラ
ン
ス
語
は
オ
ラ
ン
ダ
語
圏
で
も
使
用
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
一
九
五
〇
年
代
に
は
石
炭
の
需
要
は
低
下
し
ワ
ロ
ン
経
済
は
低
迷
し
た
。
他
方
で
大
き
な
港
湾
都
市
を
有
す
る
フ
ラ
ン
デ
レ
ン

地
域
に
外
資
が
集
中
し
て
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
経
済
が
成
長
し
た
。
こ
う
し
て
経
済
的
地
位
が
逆
転
し
た
た
め
に
、
一
九
六
〇
年
代
に
、
現
状
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に
見
合
っ
た
言
語
制
度
改
革
を
目
指
し
て
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
運
動
は
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
（
松
尾 

二
〇 

一
〇
b
）。

こ
の
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
と
ワ
ロ
ン
の
格
差
は
現
在
に
お
い
て
も
是
正
さ
れ
て
い
な
い
。
詳
し
く
は
別
稿

に
譲
る
が
、
戦
後
、
福
祉
国
家
が
確
立
し
て
い
く
な
か
で
、
徐
々
に
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
に
よ
る
社
会
保
障

財
源
負
担
が
不
平
等
感
を
高
め
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
独
立
運
動
が
強
く
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
（
松
尾 

二
〇
一
〇
c
）。
こ
こ
で
補
論
的
で
は
あ
る
が
、
ベ
ル
ギ
ー
の
課
税
構
造
を
み
て
お
き
た
い
（
表
1
）。

表
1
は
、
国
家
全
体
の
財
政
支
出
の
う
ち
、
地
域
（
連
邦
構
成
体
）
の
財
政
支
出
が
占
め
る
割
合
を

上
段
の
「
支
出
」
に
、
国
家
全
体
の
歳
入
の
う
ち
、
地
域
（
連
邦
構
成
体
）
の
歳
入
が
占
め
る
割
合
を

中
段
の
「
収
入
」
に
国
ご
と
に
並
べ
、
そ
の
比
を
下
段
の
「
比
率
」
に
計
算
し
た
も
の
で
あ
る
。「
比

率
」
は
、
こ
れ
が
1
よ
り
小
さ
い
値
で
あ
れ
ば
、
地
域
で
徴
収
さ
れ
た
税
金
（
地
方
税
等
）
で
は
自
ら

の
支
出
を
カ
バ
ー
で
き
ず
、
そ
の
不
足
分
を
中
央
か
ら
の
交
付
金
に
負
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
逆
に
こ
れ
が
1
よ
り
も
大
き
な
値
で
あ
れ
ば
、
地
域
は
自
ら
の
歳
入
だ
け
で
財
政
支
出
を
ま
か
な

え
る
こ
と
に
な
る
。

表
1
か
ら
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
ベ
ル
ギ
ー
の
地
域
（
地
方
）
財
源
は
相
対
的
に
多
く
を
連
邦

（
中
央
）
の
財
源
に
負
っ
て
い
る
。
こ
の
点
で
ベ
ル
ギ
ー
の
連
邦
構
成
体
は
、
実
質
的
に
は
財
政
上
連

邦
政
府
か
ら
自
立
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
再
分
配
機
能
の
点
で
地
域
・
民
族
・
言
語
間
対
立
を
生
ぜ

し
め
る
可
能
性
を
も
つ
。
特
に
近
年
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
地
域
の
国
民
総
生
産
お
よ
び
所
得
税
収
の
低

下
は
著
し
く
、
フ
ラ
ン
ス
語
系
政
党
に
と
っ
て
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
経
済
の
支
援
は
急
務
と
な
っ
て
い
る

（Pagano et al., 2011: 10

―11

）。

ベルギー ドイツ オーストリア スイス

支出 40.8 65.0 36.1 68.5

収入 7.3 48.5 21.2 70.8

比率 0.14 0.75 0.59 1.03

表1　地域の支出と垂直的な財政不均衡

出典：スウェンデン2010: 159—160,  表4—5から筆者作成。
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次
に
、
も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
争
点
に
な
っ
て
い
る
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
周
辺
域
の

選
挙
区
問
題
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

（
2
）
B
H
V
問
題

も
う
ひ
と
つ
の
問
題
が
、
首
都
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
周
辺
域
に
お
け
る
選
挙
権
の
問
題

で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
首
都
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
は
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
地
域
に
あ

り
な
が
ら
「
両
語
圏
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
そ
の
周
辺
域
で
あ
る
。
こ
の
周
辺
域
は
オ
ラ

ン
ダ
語
圏
と
規
定
さ
れ
て
は
い
る
が
、
首
都
へ
の
通
勤
・
通
学
に
便
利
な
た
め
、
フ

ラ
ン
ス
語
系
住
民
も
住
ん
で
い
る
。
特
に
ハ
ッ
レ
・
フ
ィ
ル
フ
ォ
ー
ル
デ
（H

al-

V
ilvorde/H

alle-V
ilvoorde.  

以
下
H
V
）
地
区
（
図
5
）
に
は
他
の
周
辺
地
域
に
比

べ
れ
ば
相
対
的
に
多
く
の
フ
ラ
ン
ス
語
系
住
民
が
住
ん
で
い
る
）
21
（

。
た
と
え
公
用
語
を

定
め
た
と
し
て
も
人
び
と
の
居
住
の
自
由
を
制
限
ま
で
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
フ
ラ
ン
ス
語
話
者
は
行
政
も
し
く
は
教
育
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
語
の
使

用
許
可
を
求
め
る
。
そ
う
し
た
言
語
的
、
民
族
的
な
重
複
を
有
す
る
周
辺
地
区
の
言

語
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
、
行
政
・
教
育
上
不
利
を
被
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
過
去
の
ベ

ル
ギ
ー
政
府
は
し
ば
し
ば
便
宜
措
置
（facilités

）
を
導
入
し
、
特
例
を
設
け
て
き

た
。特

に
フ
ラ
ン
ス
語
も
公
用
語
と
し
て
い
る
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
隣
接
し
て
お
り
、
フ

図5　BHV

出典：Brussel-Halle-Vilvoorde（brusselsjournal.com）

B（ブリュッセル）

HV
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ラ
ン
ス
語
住
民
が
多
く
住
む
H
V
で
は
、
本
来
オ
ラ
ン
ダ
語
圏
で
あ
る
H
V
に
住
む
フ
ラ
ン
ス
語
系
住
民
（
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）
が
フ
ラ
ン

ス
語
系
政
党
に
投
票
で
き
る
よ
う
な
便
宜
措
置
を
ベ
ル
ギ
ー
は
付
与
し
て
き
た
。
つ
ま
り
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
保
護
の
た
め
に
H
V
を
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
﹇
両
語
圏
＝
フ
ラ
ン
ス
語
系
政
党
も
立
候
補
し
て
い
る
﹈
と
同
一
の
選
挙
区
と
し
、
H
V
の
フ
ラ
ン
ス
語
系
住
民
が
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

の
フ
ラ
ン
ス
語
系
政
党
に
投
票
で
き
る
便
宜
措
置
を
付
与
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ベ
ル
ギ
ー
は
便
宜
的
に
「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
・

ハ
ッ
レ
・
フ
ィ
ル
フ
ォ
ー
ル
デ
（B

ruxelles-H
al-V

ilvorde/B
russel-H

alle-V
ilvoorde.  

以
下
B
H
V
）
選
挙
区
」
を
作
り
出
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
措
置
は
、
本
来
の
規
定
を
前
提
に
す
れ
ば
、
相
対
的
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
フ
ラ
ン
ス
語
政
党
に
有
利
に
作
用
し
よ
う
。
そ

の
た
め
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
側
は
、
そ
の
後
し
ば
し
ば
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
と
H
V
と
の
分
離
﹇
＝
H
V
を
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
選
挙
区
と
す
る
﹈
を
要

求
し
て
き
た
の
で
あ
る
（
松
尾 
二
〇
一
〇
d
）。

こ
れ
ら
の
二
つ
の
争
点
は
、
連
邦
化
後
、
さ
ら
に
二
〇
〇
一
年
の
分
権
化
を
経
て
、
二
〇
〇
二
年
ご
ろ
か
ら
本
格
的
に
政
治
化
し
た
。
し

か
し
時
の
ヴ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
自
由
党
政
権
は
こ
れ
を
解
決
で
き
ず
、
こ
の
困
難
な
問
題
を
「
凍
結
」
し
、
二
〇
〇
七
年
の
連
邦
選
挙
に

ゆ
だ
ね
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
解
決
が
困
難
で
、
二
〇
〇
七
年
六
月
一
〇
日
の
選
挙
以
降
の
半
年
の
政
治
空
白
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ

け
で
あ
る
。
以
下
、
節
を
改
め
て
、
簡
単
に
二
〇
〇
七
年
の
政
治
空
白
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
お
き
た
い
。

3
︱
3　
二
〇
〇
七
年
の
「
分
裂
危
機
」

二
〇
〇
七
年
六
月
の
総
選
挙
以
降
、
こ
の
二
つ
の
争
点
を
め
ぐ
っ
て
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
、
ワ
ロ
ン
の
連
立
政
権
交
渉
は
難
航
し
、
半
年
の
政

治
空
白
が
生
じ
た
。
こ
の
選
挙
で
は
、
B
H
V
問
題
処
理
で
失
敗
し
た
旧
与
党
（
自
由
、
社
会
）
が
敗
北
し
、
野
党
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
・
キ
リ

ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
（C

hristen-D
em

ocratischen en V
laam

s.  

以
下
C
D
V
）
22
（

）
が
、
民
族
主
義
系
小
政
党
で
あ
る
新
フ
ラ
ン
デ
レ
ン

同
盟
（N

ieuw
-V

laam
se A

lliantie.  

以
下
N
―
V
A
）
と
選
挙
連
合
を
行
い
勝
利
し
た
。
党
首
イ
ヴ
・
ル
テ
ル
ム
（Yves Leterm

e

）
は
フ
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ラ
ン
デ
レ
ン
有
権
者
の
支
持
を
集
め
る
た
め
、
社
会
保
障
財
源
の
分
割
を
政
策
の
軸
と
し
て
掲
げ 

、「
フ
ラ
ン
ス
語
話
者
に
は
オ
ラ
ン
ダ
語

を
理
解
で
き
な
い
」「
B
H
V
の
分
割
に
一
切
の
妥
協
は
な
い
」
な
ど
と
民
族
主
義
的
な
言
説
に
よ
っ
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
。
そ

の
民
族
主
義
的
な
ア
ピ
ー
ル
に
よ
り
、
ル
テ
ル
ム
は
圧
倒
的
な
支
持
を
得
た 

。

C
D
V
の
ル
テ
ル
ム
と
N
―
V
A
の
バ
ル
ト
・
デ
・
ウ
ェ
ヴ
ェ
ー
ル
（B
art D

e W
ever

）
を
中
心
に
し
た
交
渉
は
長
引
い
た
。
N
―
V
A

は
第
二
次
世
界
大
戦
後
か
ら
台
頭
し
て
い
た
民
族
主
義
政
党
で
あ
る
人
民
同
盟
（Volksunie. 

以
下
V
U
）
が
分
裂
し
て
で
き
た
右
派
政
党

で
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
の
選
挙
で
は
、
民
族
主
義
政
党
の
台
頭
を
嫌
っ
た
当
時
の
政
府
が
阻
止
条
項
を
導
入
し
た
た
め
苦
戦
し
た
が
、
今
回

は
野
党
で
あ
っ
た
C
D
V
と
選
挙
連
合
を
組
ん
だ
（H

ooghe, M
addens, and N

oppe, 2005

）。
そ
の
結
果
、
C
D
V
＝

N
―
V
A
連
合
が

勝
利
し
た
の
で
あ
る
。

交
渉
の
間
、
特
に
デ
・
ウ
ェ
ヴ
ェ
ー
ル
の
態
度
は
強
硬
で
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
独
立
も
辞
さ
ず
、
選
挙
か
ら
二
カ
月
を
経
た
八
月
半
ば

に
は
、
分
権
化
を
拒
否
す
る
ワ
ロ
ン
側
政
治
家
、
有
識
者
も
強
硬
化
し
、「
こ
の
交
渉
に
は
危
険
な
香
り
﹇
＝
交
渉
が
ま
と
ま
ら
ず
、
ベ
ル

ギ
ー
分
裂
の
危
険
性
が
あ
る
﹈
が
す
る
」
と
発
言
し
て
い
た
。
ま
た
そ
の
後
B
H
V
分
割
問
題
に
つ
い
て
も
合
意
に
達
せ
ず
、
ル
テ
ル
ム

は
調
停
に
失
敗
し
、
交
渉
は
長
引
き
、
最
終
的
に
次
年
度
予
算
の
決
ま
ら
ぬ
な
か
で
、
国
王
は
半
年
後
の
一
二
月
に
前
首
相
で
あ
っ
た
ヴ
ェ

ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
に
組
閣
を
依
頼
し
、
N
―
V
A
を
は
ず
し
た
暫
定
政
権
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る 

。

こ
う
し
て
「
分
裂
危
機
」
は
回
避
さ
れ
、
二
〇
〇
八
年
三
月
に
ル
テ
ル
ム
が
政
権
を
引
き
継
い
だ
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
長
期
の
政
治
空

白
の
責
任
を
問
わ
れ
、
彼
は
政
権
成
立
当
初
か
ら
不
人
気
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
彼
は
、
公
約
と
し
て
掲
げ
た
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
、
ワ
ロ
ン
分
権

化
を
期
限
ま
で
に
な
す
こ
と
が
で
き
ず
、
結
局
二
〇
〇
八
年
一
二
月
に
わ
ず
か
九
カ
月
で
辞
職
し
た
。
次
に
C
D
V
の
ヘ
ル
マ
ン
・
ヴ
ァ

ン
ロ
ン
パ
ウ
が
政
権
を
担
っ
た
が
、
そ
の
一
年
後
に
は
彼
が
初
代
欧
州
理
事
会
常
任
議
長
に
選
出
さ
れ
ベ
ル
ギ
ー
首
相
を
辞
し
た
た
め
、
再

び
ル
テ
ル
ム
が
政
権
を
担
う
。
し
か
し
彼
は
B
H
V
分
割
に
つ
い
て
答
え
を
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
結
局
二
〇
一
〇
年
三
月
に
辞
職
し
、

同
年
六
月
三
〇
日
に
再
び
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
以
下
は
そ
の
選
挙
結
果
と
そ
の
後
の
交
渉
過
程
の
分
析
で
あ
る
。
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な
お
、
ベ
ル
ギ
ー
で
は
、
選
挙
が
行
わ
れ
た
場
合
、
慣
例
と
し
て
選
挙
の
第
一
党
か
ら
選
ば
れ
た
人
物
が
「
組
閣
担
当
者
（form

ateur

）」

と
し
て
国
王
か
ら
指
名
さ
れ
、
各
政
党
と
の
連
合
交
渉
や
組
閣
の
任
に
あ
た
る
。
こ
れ
が
事
実
上
の
首
相
（
候
補
）
で
あ
る 

。
し
か
し
、

こ
れ
で
で
き
あ
が
っ
た
（
仮
の
）
政
府
は
、
議
会
で
の
施
政
方
針
演
説
を
経
て
議
会
に
信
任
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
主
要
政
党
間
で
施
政
方

針
案
の
合
意
が
困
難
な
場
合
、
下
院
で
の
過
半
数
の
信
任
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
こ
の
作
業
を
何
度
も
繰
り
返
し
、
組
閣
担
当
者

が
交
替
し
て
い
く
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
有
力
者
が
「
誰
が
組
閣
担
当
者
﹇
首
相
候
補
者
﹈
に
ふ
さ
わ
し
い
か
」
を
国
王
に
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
役
割
を
担
う
。
こ
れ
を
「
情
報
提
供
者
（inform

ateur

）」
と
呼
ぶ
。
い
わ
ば
事
前
の
根
回
し
役
で
あ
る
。

た
だ
し
こ
れ
は
法
的
に
制
度
化
さ
れ
て
い
な
い
慣
例
で
あ
り
（
デ
ミ
ト
リ 

二
〇
〇
二
）、
交
渉
が
長
引
く
場
合
は
、
次
々
と
新
し
い
役
職

（
調
停
者
、
準
組
閣
担
当
者
等
）
が
指
名
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
交
渉
参
加
ア
ク
タ
ー
の
間
を
仲
介
し
合
意
案
を
準
備
す
る
。
名
称
は
異
な
る

が
、
な
す
べ
き
仕
事
は
実
質
的
に
情
報
提
供
者
と
同
じ
で
あ
る
。

4
．
ベ
ル
ギ
ー
の
政
治
危
機
（
二
〇
一
〇
年
六
月
〜
二
〇
一
一
年
一
二
月
）

ベ
ル
ギ
ー
で
は
、
二
〇
一
〇
年
三
月
の
ル
テ
ル
ム
第
二
次
政
権
辞
職
を
受
け
、
同
年
六
月
一
三
日
に
連
邦
議
会
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。
主

な
争
点
は
、
や
は
り
B
H
V
問
題
と
、
経
済
格
差
に
と
も
な
う
、
社
会
保
障
な
ど
財
源
の
分
割
、
そ
れ
に
と
も
な
う
課
税
権
限
の
（
中
央

か
ら
地
域
へ
の
）
移
譲
で
あ
っ
た
。
選
挙
結
果
を
表
2
に
示
す
。
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N
―
V
A
は
二
〇
〇
七
年
の
政
権
形
成
交
渉
の
さ
い
、

フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
分
権
化
、
将
来
的
な
独
立
を
主
張
し
た

政
党
で
あ
る
。
し
か
し
、
結
局
二
〇
〇
八
年
三
月
に
成
立

し
た
第
一
次
ル
テ
ル
ム
政
権
か
ら
離
脱
し
た
。
第
一
次
ル

テ
ル
ム
政
権
は
公
約
と
し
て
B
H
V
問
題
の
解
決
を
掲

げ
て
は
い
た
も
の
の
、「
分
割
」
を
明
言
す
る
も
の
で
は

な
く
、
単
な
る
妥
協
に
過
ぎ
な
い
と
判
断
し
、
政
権
か
ら

離
脱
し
た
の
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
の
選
挙
に
お
い
て

は
、
そ
の
妥
協
せ
ぬ
態
度
が
支
持
さ
れ
た
と
も
い
わ
れ
る

（de standaard 15/06/2010

）。

ま
た
彼
ら
が
二
〇
一
〇
年
選
挙
戦
で
掲
げ
た「
考
え
、

勇
気
を
も
っ
て
、
行
動
し
よ
う（D

E
N

K
E

N
. D

U
R

V
E

N
. 

D
O

E
N

）」
が
効
果
的
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
（de 

M
orgen 28/12/2011

）。
と
い
う
の
も
、
ワ
ロ
ン
社
会
党

フランデレン

政　　党 議席数（前回からの増減）

N-VA（民族主義） 27 （＋23）

CDV（キリ民） 17 （－9）

SP. a（社会） 13 （－1）

OpenVLD（自由） 13 （－5）

VB（極右） 12 （－5）

GROEN！（環境） 5 （－1）

LDD（ポピュリスト） 1 （－4）

ワロン

PS（社会） 26 （＋6）

MR（自由） 18 （－5）

CDH（キリ民） 9 （－1）

Ecolo（環境） 8 （0）

表2　選挙結果
4
︱
1　
二
〇
一
〇
年
選
挙
結
果

本
選
挙
で
は
、
二
〇
〇
七
年
選
挙
時
に
、
C
D
V
と
選
挙
連
合
し
共
通
の
候
補
者
名
簿
リ
ス
ト
を
掲
げ
た
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
民
族
主
義
政

党
N
―
V
A
が
躍
進
し
、
単
独
で
勝
利
し
た
。
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（
P
S
）が
掲
げ
た
の
は
「
人
び
と
に
保
障
を
。
で
き
る
だ
け
全
て
を
今
の
ま
ま

0

0

0

0

、
十
分
に
」
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
前
者
は
「
変
革
」、
後

者
は
「
現
状
維
持
」
を
訴
え
た
。
変
化
を
望
む
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
有
権
者
の
支
持
を
効
果
的
に
集
票
し
え
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
結
果
に
よ
り
、
ベ
ル
ギ
ー
は
ま
た
分
裂
（
危
機
）
か
と
騒
が
れ
、
結
局
政
権
成
立
ま
で
一
年
半
の
時
間
を
要
し
た
わ
け
で
あ

る
。
以
下
、
こ
の
過
程
を
追
う
。

4
︱
2　
交
渉
過
程

（
1
）
政
治
過
程
の
概
要

ま
ず
、
こ
の
過
程
を
便
宜
的
に
三
つ
の
ラ
ウ
ン
ド
に
分
け
て
（
表
3
）
概
要
を
説
明
す
る
。

第
一
ラ
ウ
ン
ド

実
は
選
挙
を
見
越
し
て
、
以
前
か
ら
、
ジ
ャ
ン
・
リ
ュ
ク
・
デ
ハ
ー
ネ
（Jean-Luc D

ehaene, C
D

V.  

首
相
経
験
者
）
ら
有
力
者
は
「
次

期
選
挙
の
た
め
」
B
H
V
分
割
の
具
体
的
提
案
を
公
言
し
て
い
た
（de standaard 11/04/2010

）。
ま
た
辞
任
し
て
い
た
ル
テ
ル
ム
元
首

相
も
「
即
座
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
が
、
交
渉
の
予
定
は
あ
る
」（de M

orgen 14/04/2010

）
と
発
言
し
て
お
り
、
B
H
V
分
割
を
強
く

主
張
し
て
い
た
N
―
V
A
を
中
心
に
政
権
交
渉
に
入
る
こ
と
は
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
で
あ
っ
た
）
23
（

。

選
挙
後
、
国
王
は
、「
選
挙
結
果
に
も
と
づ
い
て
」、
第
一
党
党
首
で
あ
る
デ
・
ウ
ェ
ヴ
ェ
ー
ル
（
N
―
V
A
）
を
情
報
提
供
者
に
指
名
す

る
（de standaard 14/07/2010

）。
新
聞
各
紙
は
、
こ
の
交
渉
が
難
し
い
と
報
じ
た
が
、
デ
・
ウ
ェ
ヴ
ェ
ー
ル
自
身
は
意
欲
を
見
せ
、「
終

わ
り
の
な
い
議
論
は
な
い
」、「
二
週
間
以
内
で
こ
の
任
務
を
終
わ
ら
せ
る
﹇
＝
施
政
方
針
案
、
政
権
組
み
合
わ
せ
、
首
相
の
目
途
を
立
て

る
﹈」
と
発
言
し
て
い
た
。
彼
は
、
当
時
の
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
地
域
政
府
（
N
―
V
A
、
C
D
V
、
S
P
．a
）
と
ワ
ロ
ン
地
域
政
府
（
P
S
、
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月日 政治過程

第1ラウンド（6月14日～9月3日）：社会党ディ・ルポ（Elio Di Rupo）の交渉

6/14 情報提供者，N-VAのデ・ウェヴェール（Bart De Wever）が情報提供者に。

6/17
議会内最大勢力の社会党のディ・ルポを軸に，フランデレン（キリ民，
N-VA，社会）とワロン（社会，キリ民，環境）連合を提案。詰められな
いと報告（7/8）。

7/9
デ・ウェヴェール辞職し，国王はディ・ルポを「準組閣担当者」に指名。
改憲のために全政党を招集，交渉開始。

7/29
フランデレン（N-VA，CDV）とワロンが互いに「交渉に応じない」と非難。
結局ディ・ルポは国王に辞任申し出（9/3）。

第2ラウンド（9月5日～2011年1月26日）：長い調停と失敗

9/5
国王，N-VA（上院議長）のピエテルス（Danny Pieters）とワロン系社
会党（下院議長）のフラーエ（André Flahaut）を調停者に指名。ワロン
社会党とN-VAの話し合いへ。

9/17 N-VAと社会党，互いに非難。

10/4
デ・ウェヴェール，交渉撤退を宣言。「子供だましのゲームには加わら
ない」。他方でワロン側は「交渉を頓挫させたのはデ・ウェヴェール」。

10/5 国王，ピエテルスとフラーエを解任。

10/8 国王，デ・ウェヴェールに「10日以内に論点の明確化」を指示。

10/17
デ・ウェヴェール，BHVの分離の憲法的解決を提示。ワロン政党は即拒
絶（10/18）。

10/21
国王，前フランデレン社会党々首，ヴァンデ・ラノッテ（Johan Vande 
Lanotte）を調停者に指名。しかしN-VA，PSとも交渉せず。そのままク
リスマス休暇。

1/3
ヴァンデ・ラノッテ，合意案を各党に提示（地域政府の課税権拡大，条
件付BHV分割）。

1/4 ワロン譲歩。しかしフランデレン反対。

表3　2010～2011年危機の政治過程
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1/6
ヴァンデ・ラノッテ辞意表明するが，国王は慰留。デ・ウェヴェールと
ディ・ルポに，協力を促す。しかし，フランデレン側は交渉すら拒絶。

1/10 国王，前政権ルテルムに予算審議を指示。

1/23 35,000人規模の政治批判（shame！）デモ発生。

1/26
ヴァンデ・ラノッテ，再び辞意表明し，国王受理。ワロン自由党のライ
ンデルス（Didier Reynders）に情報提供者として調停を依頼。

3/1
ラインデルス，合意案も提示できず辞意表明。CDV党首のウォルテル・
ベーケ（Wouter Beke）が調停者に指名される（3/2）。

第3ラウンド　ディ・ルポ政権への途

5/12
長期の交渉の末，ディ・ルポが再び組閣担当者となる。各党と交渉開始。
N-VAは国王を批判。

7/14
ディ・ルポの合意案（条件付きBHV分割）をフランデレン政党（N-VA）
側が否決。ディ・ルポ，辞任を申し出るが，国王受理せず。

7/20

国王，ユーロ危機の中でこれ以上無政府状態は許されない（8月半ばに
再開，決定せよ）と演説。またルテルム暫定首相，予算決定のためには
9月2日までに政権を，と発言。
CDVがN-VAを外した政権形成を示唆。

7/21 CDVのベーケ，N-VA無しで交渉テーブルにつくことを承諾。

8/19 8党（既成6党＋環境2党）が一斉交渉に。

9/6 ディ・ルポ，改訂合意案（無条件BHV分割）を提示。各党検討に入る。

9/14 ルテルム暫定首相，辞意が伝えられる（OECD事務）。翌日には否定。

9/15 緊急ミーティングでBHV分割合意。

10/7 その他の改革を含めた政策案が発表される。

10/30 原発全廃政策が公表される。政権予定政党は次年度予算を検討。

11/21 予算案で折り合いつかず，ディ・ルポ辞意表明。国王，受理せず。

11/26 ディ・ルポ，辞任せず，予算案合意。

12/6 ディ・ルポ政権　成立。

出典：le Soirおよびde standaardをもとに筆者作成。
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C
D
H
、
E
C
O
L
O
）
を
合
わ
せ
た
六
党
連
立
（
両
地
方
政
府
を
反
映
し
た
「
鏡
政
府
」）
を
目
指
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
そ
の
後

の
政
局
運
営
を
円
滑
に
進
め
る
狙
い
が
あ
っ
た
（de standaard 23/07/2010

）。

七
月
九
日
、
デ
・
ウ
ェ
ヴ
ェ
ー
ル
は
「
福
祉
国
家
改
革
に
つ
い
て
か
な
り
の
程
度
の
一
致
点
を
見
い
だ
し
た
」、「
我
々
は
と
も
に
互
い
の

意
見
の
相
違
は
あ
っ
て
も
歩
み
寄
れ
る
事
実
を
確
認
し
合
う
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
詳
細
を
詰
め
よ
う
と
す
る
と
、
そ
の
一
致
点

は
、
晴
れ
た
日
の
雪
の
よ
う
に
解
け
て
し
ま
う
」（de standaard 14/07/2010

）
と
交
渉
の
最
終
的
な
決
裂
を
公
に
し
て
情
報
提
供
者
を

辞
職
す
る
（
異
例
の
こ
と
だ
が
、
交
渉
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
彼
は
明
か
し
て
い
な
い
）。

こ
う
し
た
状
況
で
、
国
王
は
、
ワ
ロ
ン
側
第
一
党
の
社
会
党
、
エ
リ
オ
・
デ
ィ
・
ル
ポ
を
「
準
組
閣
担
当
者
」
に
指
名
し
、
デ
・
ウ
ェ

ヴ
ェ
ー
ル
と
の
連
立
を
示
唆
し
た
（de standaard 14/07/2010

）。
こ
の
デ
ィ
・
ル
ポ
に
よ
る
第
一
ラ
ウ
ン
ド
の
交
渉
内
容
は
「
マ
ス
コ

ミ
の
リ
ー
ク
を
防
ぐ
た
め
」
と
い
う
理
由
で
（de standaard 08/09/2010

）
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
現
在
知
り
う
る
範
囲

で
は
以
下
の
よ
う
な
論
点
が
問
題
と
な
っ
た
。

第
一
に
、
選
挙
区
が
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
選
挙
区
と
ワ
ロ
ン
選
挙
区
と
に
分
割
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
た
。
そ
れ
が
B
H
V
と
い

う
複
雑
な
選
挙
区
を
生
み
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
B
H
V
問
題
の
抜
本
的
解
決
の
た
め
「
全
国
区
選
挙
制
」
が
議
論
さ
れ

た
。
し
か
し
デ
・
ウ
ェ
ヴ
ェ
ー
ル
が
反
対
し
た
た
め
、
こ
こ
で
の
合
意
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
（de standaard 28/07/2010

）。

特
に
後
半
で
は
、
B
H
V
分
割
と
、
ワ
ロ
ン
地
域
へ
の
拠
出
金
増
額
（
経
済
格
差
）
と
い
う
問
題
が
ト
レ
ー
ド
オ
フ
化
し
て
い
た
。
た
と

え
ば
C
D
H
は
、
B
H
V
を
分
割
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
地
域
や
ワ
ロ
ン
地
域
へ
の
拠
出
金
を
増
や
す
こ
と
を
補
償
と
し
て

要
求
し
た
。
し
か
し
、
N
―
V
A
と
C
D
V
は
「
B
H
V
を
分
割
し
な
け
れ
ば
、﹇
ワ
ロ
ン
へ
の
﹈
拠
出
は
認
め
な
い
」
と
主
張
し
譲
ら
ず
、

交
渉
は
決
裂
す
る
（de standaard 15/09/2010

）。
後
者
の
意
図
は
、「
条
件
付
き
で
B
H
V
を
分
割
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
の

意
で
あ
る
。

結
局
デ
ィ
・
ル
ポ
は
、「
交
渉
の
席
に
つ
い
た
ほ
と
ん
ど
の
政
党
は
、
そ
れ
ぞ
れ
合
意
を
望
ん
で
い
る
こ
と
は
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
ほ
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ぼ
最
終
的
な
合
意
ラ
イ
ン
ま
で
は
達
し
て
い
た
。
し
か
し
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
国
家
を
改
革
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
」（le 

Soir 08/09/2010

）、
他
方
デ
・
ウ
ェ
ヴ
ェ
ー
ル
は
、「
我
々
は
懸
命
に
解
決
方
法
を
探
し
た
。
し
か
し
、
結
局
で
き
な
か
っ
た
」（le Soir 

08/09/2010

）
と
互
い
に
交
渉
決
裂
を
宣
言
す
る
に
至
る
。

第
二
に
、
二
〇
〇
九
年
の
地
域
政
府
選
挙
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
、
ワ
ロ
ン
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
政
府
与
党
（
後
述
。
図
5

参
照
の
こ
と
）
を
組
み
合
わ
せ
て
（
鏡
）
連
邦
政
府
を
形
成
し
よ
う
と
交
渉
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
齟
齬
も
見
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ

ン
ス
語
の
環
境
主
義
政
党
E
C
O
L
O
の
参
入
を
め
ぐ
り
、
交
渉
が
停
滞
し
た
の
で
あ
る
。
E
C
O
L
O
側
は
、
N
―
V
A
と
P
S
が
原
発

存
続
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
嫌
悪
を
露
わ
に
し
て
い
た
。
ま
た
E
C
O
L
O
参
入
に
対
し
て
は
、
新
自
由
主
義
的
経
済
政
策
を

望
む
N
―
V
A
が
反
対
し
た
（le Soir 01/08/2010

）。

さ
ら
に
E
C
O
L
O
に
代
わ
り
、
九
月
に
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
自
由
党
（
M
R
）
が
、「
小
さ
な
政
府
」
す
な
わ
ち
「
連
邦
政
府
の
縮
小

化
」（
＝
地
域
へ
の
権
限
委
譲
）
を
支
持
し
て
、
交
渉
参
加
を
表
明
し
た
。
し
か
し
、
経
済
政
策
で
一
致
す
る
N
―
V
A
は
M
R
参
入
を
支

持
し
た
が
、
両
社
会
党
が
「
大
き
な
政
府
」
を
主
張
し
て
M
R
の
参
入
に
反
対
し
た
。
ま
た
C
D
V
も
、
一
九
九
九
年
に
自
分
た
ち
を
政

権
か
ら
追
い
や
っ
た
自
由
党
と
の
連
立
を
固
辞
し
、
こ
の
組
み
合
わ
せ
も
成
立
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
結
局
第
一
ラ
ウ
ン
ド
の
交
渉
は
、

「
そ
れ
ぞ
れ
が
互
い
に
批
判
」
す
る
こ
と
で
、「
ゼ
ロ
に
な
っ
た
」、「
何
も
も
た
ら
さ
な
い
」
ま
ま
終
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
（de standaard 

08/09/2010

）。
す
な
わ
ち
、
第
一
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
既
に
成
立
し
て
い
た
二
つ
の
地
域
政
府
与
党
間
の
合
意
形
成
が
目
指
さ
れ
た
が
、
交

渉
が
混
乱
し
決
裂
し
た
と
い
え
る
。

第
二
ラ
ウ
ン
ド

第
一
ラ
ウ
ン
ド
の
交
渉
決
裂
を
受
け
て
、
国
王
は
次
々
と
「
調
停
者
」
を
立
て
る
。
デ
・
ウ
ェ
ヴ
ェ
ー
ル
と
デ
ィ
・
ル
ポ
の
溝
が
埋
ま
ら

な
い
た
め
、
ま
た
デ
ィ
・
ル
ポ
の
落
胆
の
具
合
は
大
き
く
、
容
易
に
新
し
い
交
渉
に
入
る
よ
う
に
は
み
え
な
か
っ
た
た
め
、
両
者
を
調
停
す
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る
た
め
で
あ
る
。

ま
ず
フ
ラ
ー
エ
ら
は
、
二
人
が
再
び
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
つ
く
よ
う
説
得
を
試
み
た
（de standaard 08/09/2010

）。
実
は
、
両
者
が

同
じ
交
渉
テ
ー
ブ
ル
に
つ
く
こ
と
は
、
こ
の
あ
と
約
一
〇
カ
月
の
間
（
公
式
に
は
）
な
か
っ
た
。
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
る
二
人
の
間
を
調
停

者
は
行
き
来
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
聞
き
、
合
意
案
を
ま
と
め
る
。
し
か
し
、
第
一
ラ
ウ
ン
ド
後
、
デ
ィ
・
ル
ポ
の
み
な
ら
ず
デ
・
ウ
ェ

ヴ
ェ
ー
ル
も
実
は
「
孤
独
を
感
じ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
彼
を
合
意
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
に
躊
躇
さ
せ
た
」（de standaard 16/02/2011

）。

つ
ま
り
、
デ
ィ
・
ル
ポ
と
デ
・
ウ
ェ
ヴ
ェ
ー
ル
に
と
っ
て
、
直
接
対
話
を
回
避
し
合
意
に
促
そ
う
と
す
る
調
停
者
の
存
在
は
、
実
は
「
新
し

い
合
意
を
見
つ
け
る
た
め
の
煙
幕
に
し
か
な
っ
て
い
な
か
っ
た
」（de standaard 08/09/2010

）
の
で
あ
る
。
結
果
的
に
交
渉
当
事
者
た

ち
は
、
自
ら
の
意
見
を
主
張
し
続
け
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
国
王
は
デ
・
ウ
ェ
ヴ
ェ
ー
ル
に
「
論
点
の
明
確
化
」
を
指
示
す
る
が
、
デ
・
ウ
ェ
ヴ
ェ
ー
ル
の
意
見
は
変
わ
ら
ず
、

B
H
V
の
分
割
、（
そ
の
補
償
と
し
て
で
は
な
く
）
中
央
財
源
の
分
権
化
を
示
唆
す
る
。
こ
う
し
た
変
わ
ら
な
い
態
度
に
ワ
ロ
ン
政
党
は

「
深
く
失
望
し
た
」、「
我
々
に
対
す
る
挑
発
」（
デ
ィ
・
ル
ポ
）、「
不
平
等
」（
C
D
H
）、「
党
派
的
」（
E
C
O
L
O
）
と
徹
底
的
に
批
判

す
る
（de standaard 20/10/2010

）。
逆
に
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
側
は
「
こ
の
案
﹇
デ
・
ウ
ェ
ヴ
ェ
ー
ル
案
﹈
を
土
台
に
議
論
を
進
め
る
以
外

の
選
択
肢
は
な
い
」（
C
D
V
）
と
支
持
し
、
さ
ら
に
そ
れ
に
対
し
て
デ
ィ
・
ル
ポ
が
「
ワ
ロ
ン
と
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
発
展
を
握
り
つ
ぶ
し
、

ワ
ロ
ン
と
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
福
祉
を
危
険
に
さ
ら
す
」（de standaard 20/10/2010

）
と
応
じ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
金
融
危
機
の
な
か
で

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
が
首
都
、
E
U
の
首
都
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
た
め
に
、
ど
う
し
て
も
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
へ
の
国
庫
補
助
が
必
要
で
あ
っ

た
（R

T
B

F 05/07/2011

）。

ま
た
、
ワ
ロ
ン
地
域
政
府
首
相
で
あ
る
ル
デ
ィ
・
デ
モ
ッ
タ
（R

udy D
em

otte
）
は
「
他
国
の
例
が
示
す
よ
う
に
連
邦
制
は
適
し
た
制

度
で
あ
る
。
ベ
ル
ギ
ー
の
内
部
で
な
お
機
能
し
う
る
」（
＝
こ
れ
以
上
の
改
革
は
不
要
）
と
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
改
革
要
求
を
非
難
す
る
公
式

見
解
を
示
し
た
（D

em
otte 22/09/2010

）。
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
と
ワ
ロ
ン
が
互
い
を
批
判
し
合
う
対
立
の
時
で
あ
っ
た
。
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さ
ら
に
そ
の
後
調
停
者
に
指
名
さ
れ
た
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
社
会
党
（
S
P
．a
）
の
ヨ
ハ
ン
・
ヴ
ァ
ン
デ
・
ラ
ノ
ッ
テ
は
、
再
び
「
鏡
」
政

府
を
模
索
し
た
。
し
か
し
、
大
寒
波
が
到
来
し
、
雪
に
よ
る
交
通
マ
ヒ
も
生
じ
、
彼
は
P
S
と
N
―
V
A
の
間
を
行
き
来
す
る
こ
と
に
時
間

を
消
耗
す
る
こ
と
に
な
る
。

ヴ
ァ
ン
デ
・
ラ
ノ
ッ
テ
が
提
案
し
た
の
は
B
H
V
の
部
分
的
（
後
述
）
分
割
、
課
税
権
の
分
権
化
等
で
あ
る
。
こ
の
案
を
フ
ラ
ン
デ
レ
ン

は
や
は
り
条
件
付
き
の
B
H
V
分
割
で
あ
る
と
認
め
ず
、
逆
に
ワ
ロ
ン
側
は
N
―
V
A
を
除
い
た
政
権
形
成
を
要
求
し
た
。
し
か
し
、
N
―

V
A
を
欠
い
た
連
合
で
は
、
制
度
改
革
（
憲
法
改
正
）
に
必
要
な
議
席
数
に
届
か
な
い
こ
と
を
理
由
に
C
D
V
が
N
―
V
A
の
参
入
を
主
張

し
、
ヴ
ァ
ン
デ
・
ラ
ノ
ッ
テ
は
結
果
的
に
「
ま
っ
た
く
﹇
交
渉
を
﹈
進
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」（de standaard 27/01/2011

）

と
表
明
し
、
辞
職
す
る
に
至
る
。

次
に
国
王
は
、
次
に
ワ
ロ
ン
自
由
党
党
首
デ
ィ
デ
ィ
エ
・
ラ
イ
ン
デ
ル
ス
に
調
停
を
依
頼
す
る
。
先
に
記
し
た
と
お
り
、
第
一
党
で
あ

る
N
―
V
A
が
自
由
党
を
支
持
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
N
―
V
A
は
自
由
党
が
首
班
で
あ
る
な
ら
ば
閣
外
協
力
し
て
も
よ
い
と
示
唆
し
て

い
た
。
し
か
し
「
小
さ
な
政
府
」
を
掲
げ
る
自
由
党
参
入
に
対
す
る
社
会
党
の
不
信
感
は
高
く
、
ま
た
他
の
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
政
党
は
、
N
―

V
A
が
政
権
を
外
れ
る
こ
と
で
再
び
選
挙
で
支
持
を
集
め
る
こ
と
を
恐
れ
、
一
致
し
て
自
由
党
の
参
入
を
拒
否
し
、
ラ
イ
ン
デ
ル
ス
は
辞
職

す
る
（de standaard 16/02/2011

）。
こ
こ
で
は
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
諸
政
党
が
「
次
期
選
挙
」
で
の
敗
北
を
恐
れ
て
合
意
が
不
可
能
と
な

り
対
立
が
生
じ
て
い
る
と
い
え
る
。

第
二
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
実
は
調
停
者
の
存
在
が
「
煙
幕
」
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
者
は
直
接
に
対
話
す
る
こ
と
が

な
く
、
そ
れ
が
ゆ
え
に
「
孤
独
を
感
じ
」、
自
ら
の
政
策
案
を
主
張
し
続
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。

た
だ
し
、
こ
の
時
期
が
交
渉
ア
ク
タ
ー
の
「
対
立
」
だ
け
の
不
毛
な
時
期
で
あ
っ
た
、
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
と
い
う
の
も
、「
対
立
」

の
な
か
か
ら
「
N
―
V
A
を
外
し
た
政
権
形
成
」
構
想
の
萌
芽
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
N
―
V
A
も
「
閣
外
協
力
」
を
示
唆
す
る
な
ど
、
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必
ず
し
も
政
権
参
加
に
こ
だ
わ
ら
な
い
姿
勢
を
示
し
始
め
て
い
る
。「
対
立
」
に
お
け
る
緊
張
が
あ
ま
り
に
高
く
な
る
と
、
交
渉
ア
ク
タ
ー

が
態
度
を
合
意
へ
修
正
す
る
こ
と
を
、
ワ
ル
グ
ラ
ー
ヴ
ら
も
認
め
て
い
る
（W

algrave and V
liegenthart, 2010: 1148

）。
す
な
わ
ち
、
交

渉
は
こ
こ
か
ら
合
意
へ
と
向
か
っ
て
い
く
。
続
い
て
第
三
ラ
ウ
ン
ド
の
概
要
を
記
す
。

第
三
ラ
ウ
ン
ド

度
重
な
る
調
停
の
失
敗
に
よ
り
、
政
治
空
白
の
世
界
記
録
を
更
新
し
、
さ
ら
に
大
小
を
問
わ
ず
市
民
の
デ
モ
が
生
じ
て
、
国
王
は
N
―

V
A
と
前
回
選
挙
時
か
ら
行
動
を
共
に
し
て
き
た
C
D
V
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ベ
ー
ケ
に
調
停
を
依
頼
し
、
こ
れ
を
通
じ
て
二
〇
一
一
年
五

月
に
は
、
デ
ィ
・
ル
ポ
が
組
閣
担
当
者
に
指
名
さ
れ
る
）
24
（

。
そ
の
後
デ
ィ
・
ル
ポ
は
時
間
を
か
け
て
合
意
案
（
B
H
V
の
条
件
的
分
割
。
す

な
わ
ち
分
割
の
補
償
と
し
て
ワ
ロ
ン
へ
の
拠
出
増
額
）
を
七
月
に
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
側
に
提
案
す
る
。
と
同
時
に
、
デ
ィ
・
ル
ポ
は
「
私
た
ち

は
C
D
V
を
テ
ー
ブ
ル
に
招
い
て
い
る
。
自
ら
の
立
場
﹇
N
―
V
A
支
持
か
、
そ
れ
と
も
N
―
V
A
と
は
別
に
連
立
に
加
わ
る
か
﹈
を
は
っ

き
り
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
N
―
V
A
を
支
持
し
て
き
た
C
D
V
に
呼
び
か
け
た
。
徐
々
に
「
C
D
V
は
N
―
V
A
の
後
ろ
に
隠
れ
て
い

た
こ
と
を
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
」
の
で
あ
る
（de standaard 20/07/2011

）。

C
D
V
側
で
は
、
七
月
一
四
日
の
時
点
で
は
、
一
方
で
ク
リ
ス
・
ペ
ー
タ
ス
（K

ris Peeters, C
D

V.  

フ
ラ
ン
デ
レ
ン
地
域
政
府
首
相
）

が
「
デ
ィ
・
ル
ポ
は
戻
り
、
提
案
を
書
き
直
す
べ
き
」
と
発
言
し
N
―
V
A
に
同
調
し
て
い
た
（de standaard 12/07/2011

）
が
、
他
方

で
党
首
で
あ
る
ベ
ー
ケ
は
、「
C
D
V
は
も
し
デ
ィ
・
ル
ポ
氏
が
案
を
修
正
﹇
B
H
V
分
割
に
対
す
る
補
償
を
は
ず
す
﹈
し
て
く
れ
れ
ば
、

そ
の
後
交
渉
の
席
に
着
く
」（V

R
T

 14/07/2011

）
と
発
言
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
C
D
V
の
党
内
意
見
の
相
違
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
と

い
え
る
。

同
日
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
一
日
以
来
約
一
〇
カ
月
ぶ
り
に
八
政
党
（
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
・
ワ
ロ
ン
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
、

自
由
党
、
社
会
党
、
環
境
）
が
交
渉
テ
ー
ブ
ル
に
揃
い
）
25
（

、
C
D
V
の
要
求
は
何
か
と
追
及
す
る
。
同
日
午
後
、
党
首
ベ
ー
ケ
は
、「
C
D
V
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の
条
件
に
つ
い
て
話
す
用
意
が
あ
る
」
と
発
言
し
柔
軟
な
態
度
を
見
せ
始
め
る
（V

R
T

 14/07/2011

）。
し
か
し
N
―
V
A
は
「
C
D
V
が

説
得
さ
れ
な
い
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
」
と
声
明
を
発
表
し
、
結
局
同
日
の
記
者
会
見
で
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
側
は
デ
・
ウ
ェ
ヴ
ェ
ー
ル
を
中
心

に
デ
ィ
・
ル
ポ
案
を
拒
絶
す
る
。（V

R
T

 14/07/2011

）。

そ
れ
に
対
し
て
、
翌
朝
ベ
ー
ケ
は
各
党
を
回
り
「
こ
ち
ら
の
要
求
﹇
B
H
V
の
無
条
件
分
割
﹈
に
対
応
す
る
な
ら
交
渉
に
参
加
す
る
」
と

交
渉
に
前
向
き
な
姿
勢
を
示
す
（V

R
T

 15/07/2011

）。
さ
ら
に
七
月
二
〇
日
に
は
国
王
が
、
欧
州
金
融
危
機
の
な
か
で
ベ
ル
ギ
ー
政
治
の

こ
れ
以
上
の
停
滞
は
許
さ
れ
な
い
、
と
公
式
会
見
で
発
言
す
る
。
こ
こ
で
の
国
王
の
発
言
が
各
政
党
の
行
動
を
合
意
に
向
け
さ
せ
た
と
の
見

方
も
あ
る
（le Soir 25/07/2011

）。

そ
の
後
デ
ィ
・
ル
ポ
は
、「
交
渉
前
に
B
H
V
と
い
う
障
害
を
取
り
除
く
﹇
B
H
V
の
無
条
件
分
割
﹈」、「﹇
補
償
を
﹈
案
か
ら
消
す
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
は
作
業
グ
ル
ー
プ
﹇
実
務
レ
ベ
ル
﹈
を
通
じ
て
試
み
る
」（V

R
T

 22/07/2011

）
と
し
て
、
事
実
上
「
B
H
V
の
無

条
件
分
割
」
を
容
認
す
る
。

結
局
C
D
V
（
ベ
ー
ケ
）
は
、
補
償
な
し
（
無
条
件
）
で
の
B
H
V
分
割
を
前
提
に
、
政
権
形
成
に
向
け
て
前
向
き
に
交
渉
す
る
こ
と
を

表
明
す
る
（de standaard 26/07/201

）
26
（1

）。
他
方
で
N
―
V
A
は
C
D
V
の
態
度
の
変
化
を
批
判
し
、
政
権
か
ら
の
離
脱
を
表
明
し
て
、
結

局
政
権
交
渉
は
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
、
ワ
ロ
ン
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
、
社
会
、
自
由
の
六
党
を
中
心
に
進
む
。

な
お
、
こ
こ
で
の
合
意
案
は
デ
ィ
・
ル
ポ
の
ト
レ
ー
ド
・
マ
ー
ク
が
蝶
ネ
ク
タ
イ
で
も
あ
り
、「
バ
タ
フ
ラ
イ
合
意
案
」
と
呼
ば
れ
た
。

そ
の
趣
意
を
記
す
と
、

国
家
改
革
案
（
バ
タ
フ
ラ
イ
合
意
）
の
趣
意

・
二
〇
一
四
年
選
挙
に
向
け
て
B
H
V
選
挙
区
を
分
割
す
る
。
し
か
し
、
と
く
に
フ
ラ
ン
ス
語
話
者
の
多
い
六
地
区
の
み
は

便
宜
措
置
を
残
す
。
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・
連
邦
予
算
の
縮
小
化
と
地
域
・
共
同
体
政
府
に
対
す
る
連
邦
か
ら
の
拠
出
拡
大
、
お
よ
び
地
域
政
府
の
課
税
権
拡
大
と
運
用

範
囲
の
拡
大
。
た
だ
し
ワ
ロ
ン
の
要
求
に
よ
っ
て
、
社
会
保
障
（
年
金
、
失
業
）
の
財
源
は
実
質
的
に
連
邦
管
轄
（
運
用
は

共
同
体
政
府
）。

で
あ
る
。
結
局
「
無
条
件
分
割
」
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ワ
ロ
ン
は
最
終
的
に
「
条
件
」
で
あ
る
助
成
金
を
獲
得
す
る
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
B
H
V
は
特
に
フ
ラ
ン
ス
語
住
民
の
多
い
地
区
の
特
例
を
残
し
た
ま
ま
、
部
分
的
に
「
分
割
」
さ
れ
、
ワ
ロ
ン
に
と
っ
て
死
活
問
題

の
社
会
保
障
財
源
の
分
割
ま
で
は
（
今
後
の
作
業
グ
ル
ー
プ
の
ゆ
く
え
如
何
だ
が
）
明
言
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
玉
虫
色
で
あ

り
、
合
意
型
民
主
主
義
の
伝
統
に
則
っ
た
も
の
と
い
え
る
。

そ
の
後

完
全
分
割
と
は
い
え
な
い
、
妥
協
的
な
も
の
だ
っ
た
と
は
い
え
、
B
H
V
分
割
は
歴
史
的
合
意
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
交
渉

が
順
調
で
あ
っ
た
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
。
憲
法
改
正
に
向
け
た
議
席
数
確
保
の
た
め
、
環
境
政
党
の
閣
内
外
協
力
を
め
ぐ
り
、
原
発
全

廃
が
合
意
案
に
盛
り
込
ま
れ
た
）
27
（

。

さ
ら
に
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
に
は
、
次
年
度
予
算
案
を
め
ぐ
り
、
デ
ィ
・
ル
ポ
率
い
る
社
会
党
は
「
大
き
な
政
府
」
を
、
自
由
党
が

「
小
さ
な
政
府
」
を
目
指
し
て
対
立
し
、
予
算
が
組
め
な
い
こ
と
を
理
由
に
デ
ィ
・
ル
ポ
が
再
び
辞
任
を
申
し
出
て
い
る
。
国
王
の
慰
留
に

よ
り
デ
ィ
・
ル
ポ
は
留
ま
り
、
か
つ
妥
協
し
、
結
局
一
二
月
六
日
に
正
式
に
デ
ィ
・
ル
ポ
六
党
連
立
政
権
が
成
立
し
た
。
以
下
で
は
、
こ
の

過
程
か
ら
政
治
危
機
の
要
因
等
を
考
察
す
る
。
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5
．
考
察

以
下
で
は
、
冒
頭
で
掲
げ
た
二
つ
の
問
い
、
な
ぜ
長
期
化
し
た
か
、
そ
し
て
、
な
ぜ
合
意
で
き
た
か
、
と
い
う
問
題
を
考
察
す
る
。
ま
ず

時
系
列
的
に
、
各
ラ
ウ
ン
ド
の
要
点
を
整
理
し
よ
う
。

5
︱
1　
長
期
化
の
要
因

第
一
に
長
期
化
の
要
因
だ
が
、
ま
ず
第
一
ラ
ウ
ン
ド
で
の
N
―
V
A
に
注
目
し
よ
う
。
合
意
案
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
進
み
な
が
ら
、
N
―
V
A

は
最
終
的
に
「
B
H
V
を
分
割
し
な
け
れ
ば
、﹇
ワ
ロ
ン
へ
の
﹈
拠
出
は
認
め
な
い
」
と
述
べ
、
合
意
を
拒
絶
し
た
。
デ
・
ウ
ェ
ヴ
ェ
ー
ル

は
こ
の
点
に
強
固
に
固
執
し
て
い
た
。
N
―
V
A
の
強
硬
な
態
度
は
な
ぜ
か
。
N
―
V
A
は
党
の
公
式
H
P
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

N
―
V
A
は
ベ
ル
ギ
ー
を
終
わ
ら
せ
た
い
の
か

N
―
V
A
は
革
命
を
望
ん
で
は
い
な
い
。
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
の
分
裂
を
み
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
よ
り

民
主
的
な
、
よ
り
効
率
的
な
国
家
構
造
を
望
ん
で
い
る
。
私
た
ち
は
一
歩
一
歩
こ
の
改
革
を
、
民
主
的
な
や
り
方
で
進
め
た

い
。（
N
―
V
A
公
式
H
P
）

す
な
わ
ち
N
―
V
A
は
「
革
命
（
＝
分
裂
）」
を
明
言
は
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
を
否
定
し
「
一
歩
一
歩
改
革
を
進
め
る
」
こ
と
を
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掲
げ
て
い
た
。
つ
ま
り
N
―
V
A
は
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
利
益
を
代
表
し
て
、
国
家
改
革
を
要
求
す
る
政
党
で
あ
っ
た
。
デ
・
ウ
ェ
ヴ
ェ
ー
ル
は
、

こ
の
「
選
挙
前
に
国
家
改
革
が
進
む
こ
と
は
望
ま
な
い
」
と
さ
え
発
言
し
て
い
た
（de standaard 20/01/201

）
28
（0

）。
国
家
改
革
（
分
権
化
）

が
合
意
さ
れ
進
展
す
れ
ば
、
N
―
V
A
は
改
革
を
要
求
し
て
き
た
政
党
と
し
て
の
役
割
を
終
え
る
こ
と
を
、
デ
・
ウ
ェ
ヴ
ェ
ー
ル
は
十
分
に

認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
N
―
V
A
は
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
地
域
政
府
与
党
と
し
て
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
地
域
政
党

の
代
表
者
と
し
て
「
改
革
を
要
求
す
る
」
立
場
に
固
執
し
て
、
合
意
（
政
権
成
立
）
自
体
に
反
対
し
続
け
た
の
で
あ
る
。

第
二
ラ
ウ
ン
ド
を
み
た
場
合
、
調
停
者
が
次
々
と
失
敗
し
、
不
毛
な
議
論
、「
対
立
」
を
招
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
調
停
者
が
交
渉

ア
ク
タ
ー
の
間
に
入
り
合
意
案
を
策
定
す
る
と
い
う
慣
例
の
ゆ
え
に
「
煙
幕
」
が
生
じ
、
交
渉
ア
ク
タ
ー
が
直
接
対
話
を
す
る
こ
と
が
な

か
っ
た
と
い
う
点
に
注
目
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
ベ
ル
ギ
ー
の
政
権
形
成
交
渉
の
慣
例
が
、
逆
に
交
渉
ア
ク
タ
ー
の
対
話
を
妨
げ
て
、
ワ
ル

グ
レ
ー
ヴ
ら
が
指
摘
し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
不
全
を
招
い
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
そ
こ
か
ら
脱
し
て
最
終
的
に
合
意
で
き
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
合
意
の
転
機
と
し
て
、
C
D
V
の
態
度

の
転
換
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

5
︱
2　
合
意
の
要
因

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
背
景
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
七
月
二
〇
日
の
国
王
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
の
影
響
力
で
あ
る
。

欧
州
の
金
融
危
機
、
過
去
八
〇
年
で
最
悪
の
経
済
状
況
で
政
治
の
停
滞
を
叱
責
す
る
国
王
の
ス
ピ
ー
チ
は
、
ア
ク
タ
ー
全
体
の
意
志
と
行
動

を
、
対
立
か
ら
合
意
形
成
へ
と
方
向
転
換
さ
せ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
第
二
に
、
一
二
年
度
予
算
を
、
一
〇
月
に
E
U
に
報
告
す
る
必

要
も
あ
っ
た
。
今
更
な
が
ら
、
で
は
あ
る
が
、
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
が
交
渉
ア
ク
タ
ー
に
圧
力
を
か
け
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
外
生
的
要
因
以
上
に
、
冒
頭
で
述
べ
た
趣
旨
に
従
い
、
本
稿
で
は
制
度
的
、
内
生
的
要
因
に
注
目
し
た
い
。
特
に
、
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二
〇
一
一
年
三
月
か
ら
ワ
ロ
ン
政
党
が
N
―
V
A
を
外
し
た
政
権
を
要
求
し
て
い
た
（de satandaard 25/03/2011

）
が
、
こ
れ
が
C
D
V

に
圧
力
と
な
っ
て
い
た
。
で
は
C
D
V
は
そ
れ
ま
で
N
―
V
A
を
支
持
し
、
全
体
の
合
意
形
成
に
対
し
て
「
対
立
」
し
て
い
た
の
に
、
な
ぜ

こ
れ
ら
の
圧
力
に
「
追
従
」
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
態
度
変
化
の
理
由
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

党
首
で
あ
る
ベ
ー
ケ
は
、
二
〇
一
一
年
八
月
の
C
D
V
一
〇
周
年
記
念
講
演
で
、「
我
々
は
現
状
維
持
﹇
P
S
﹈
で
も
な
く
破
壊
者
﹇
N
―

V
A
﹈
で
も
な
く
、
交
渉
者
で
あ
る
」（B

eke, 27/08/2011

）
と
宣
言
し
て
お
り
、
後
に
は
、
自
身
の
H
P
で
「
N
―
V
A
は
歴
史
を
破
壊

す
る
べ
き
で
は
な
い
」、「﹇
C
D
V
の
﹈
交
渉
参
加
は
事
前
に
準
備
さ
れ
て
い
た
」
と
も
述
べ
て
い
た
（B

eke, 07/01/2012

）。

そ
の
背
景
と
し
て
、
同
講
演
で
ベ
ー
ケ
が
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

一
〇
年
ま
え
、
連
邦
政
府
で
も
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
政
府
で
も
C
D

0

0

V 0

は
野
党
だ
っ
た

0

0

0

0

0

0

。
キ
リ
ス
ト
教
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義

者
は
議
会
で
最
大
勢
力
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
由
主
義
者
、
社
会
主
義
者
、
環
境
主
義
者
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
民
族
主

義
者
（Spirit

）
は
我
々
を
野
党
に
追
い
や
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
…
…
C
D
V
に
は
向
か
い
風
の
と
き
だ
っ
た
。
…
…
福
祉
を
作
り
出
せ
る

の
は
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
者
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
こ
そ
が
国
家
改
革
を
主
導
で
き
る
。
経
済
危
機
後
の
巨
大
な
財
政
赤
字
を

処
理
で
き
る
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
に
よ
る
政
府
し
か
な
い
」（B

eke, 27/08/2011

）、
ま
た
後
に
「
政
権
に
参
加
す

0

0

0

0

0

0

る
こ
と
は
我
々
に
と
っ
て
良
い
こ
と
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
そ
の
結
果
は
共
同
体

0

0

0

0

0

0

0

0

、
地
域
レ
ベ
ル
に
も
我
々
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
伝
え
る
こ
と
に
な
ろ
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」。

二
〇
一
〇
年

0

0

0

0

0

、
二
〇
一
一
年

0

0

0

0

0

の0

C
D

0

0

V 0

の
問
題
は
信
任
に
あ
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
…
…
我
々
は
ベ
ル
ギ
ー
を
改
革
し
た
い
。
破
壊
す
る

の
で
は
な
い
（B

eke, 07/01/2012.  

傍
点
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）。
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す
な
わ
ち
C
D
V
は
一
九
九
九
年
以
降
野
党
で
あ
り
、
二
〇
〇
七
年
の
選
挙
で
、
ル
テ
ル
ム
の
民
族
主
義
的
ア
ピ
ー
ル
で
政
権
に
返
り

咲
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
ル
テ
ル
ム
政
権
の
不
手
際
が
原
因
で
、「
信
任
」
を
問
わ
れ
、
二
〇
一
〇
年
六
月
の
選
挙
で
は
N
―
V
A
に
敗

北
し
た
。
そ
こ
で
N
―
V
A
が
掲
げ
る
（
一
見
）
分
離
主
義
と
決
別
し
、
政
権
参
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
〇
一
〇
年
以
降
の
不
利
を
覆

そ
う
と
方
向
転
換
し
た
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
二
〇
一
一
年
の
七
月
の
急
展
開
は
、
ベ
ー
ケ
の
政
権
参
加
に
対
す
る
強
い
意
欲
に
よ
る
、
他

の
交
渉
ア
ク
タ
ー
の
圧
力
へ
の
「
追
従
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
二
〇
一
二
年
以
降
の
選
挙
（「
次
期
選
挙
」）
へ
の
影
響
を
考

慮
し
、「
報
酬
」
を
獲
得
し
よ
う
と
し
て
他
の
ア
ク
タ
ー
に
「
追
従
」
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ベ
ー
ケ
は
、
二
〇
一
一
年
八
月
二
六
日
の
C
D
V
党
首
脳
部
集
会
に
お
い
て
「
政
治
的
決
断
で
す
。
大
前
提
は
満
た
さ
れ
ま
し
た
が
ま

だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」（C

D
V

 26/08/2011

）
と
述
べ
て
お
り
、
政
策
的
に
は
今
回
の
合
意
案
が
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
公
式
に

発
言
し
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
翻
っ
て
、
ベ
ー
ケ
の
転
回
が
政
策
的
な
意
図
か
ら
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ポ
ス
ト
獲
得
志
向
な
い
し
得
票

最
大
化
志
向
（M

üller and Strøm
, 1999

）
か
ら
生
じ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
合
意
形
成
の
要
因
は
、
党
首
ベ
ー
ケ
の
政

権
志
向
に
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
こ
の
ベ
ー
ケ
の
「
追
従
」
に
よ
っ
て
、
C
D
V
が
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
も
そ
も

二
〇
〇
七
年
の
選
挙
の
勝
利
は
、
N
―
V
A
と
の
選
挙
連
合
に
負
う
と
い
わ
れ
て
い
る
（Van H

ecke, 2012

）。
さ
ら
に
、
そ
れ
に
加
え

て
、
C
D
V
は
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
地
域
政
府
に
お
い
て
、
与
党
と
し
て
N
―
V
A
と
協
力
す
る
必
要
性
が
あ
る
。
N
―
V
A
側
も
「
こ
の
不

確
実
性
﹇
＝
ワ
ロ
ン
と
の
協
議
に
よ
る
政
策
の
不
透
明
性
﹈
を
解
消
す
る
た
め
に
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
主
要
政
党
、
N0

―
V 0

A 0

、
C
D

0

0

V 0

、

S
P
．a
は
と
も
に

0

0

0

…
…
改
革
作
業
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
政
府
与
党
の
一
致
を
強
調
し
続
け
て
い
た
（N

-VA
 

06/07/2011

）。
ま
た
そ
れ
に
応
じ
る
よ
う
に
、
C
D
V
で
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
政
府
首
相
の
ペ
ー
タ
ス
が
、
周
囲
の
圧
力
の
中
で
も
「
私
は
両

党
（
C
D
V
と
N
―
V
A
）
の
連
立
を
望
む
」（V

R
T

 08/05/2011

）
と
発
言
し
続
け
て
い
た
。
さ
ら
に
ペ
ー
タ
ス
は
そ
の
後
の
（
ベ
ー
ケ

主
導
の
）
合
意
案
に
対
し
て
も
「
コ
メ
ン
ト
し
な
い
」（de standaard 11/10/2010
）
と
応
え
、
一
定
の
距
離
を
保
っ
て
い
る
。
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つ
ま
り
C
D
V
は
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
地
域
政
府
（
首
相
所
属
政
党
）
と
し
て
「
地
域
」
利
益
を
優
先
す
る
（
N
―
V
A
と
の
協
調
）
か
、
そ

れ
と
も
連
邦
政
府
へ
参
入
す
る
か
と
い
う
選
択
を
迫
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
ジ
レ
ン
マ
に
よ
っ
て
C
D
V
は
内
的
亀
裂
を
抱
え
、
さ
ら
に
そ
の

亀
裂
の
ゆ
え
に
C
D
V
の
態
度
の
転
回
は
時
間
を
要
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
一
因
と
し
て
こ
の
交
渉
が
長
期
に
亙
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
第
三
ラ

ウ
ン
ド
の
考
察
か
ら
明
ら
か
に
な
る
）
29
（

。
以
下
で
は
、
こ
こ
ま
で
の
考
察
を
も
と
に
「
連
邦
制
の
効
果
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

5
︱
3　
連
邦
制
と
政
権
交
渉

ま
ず
、
連
邦
制
度
が
交
渉
ア
ク
タ
ー
に
与
え
る
影
響
と
し
て
「
政
党
シ
ス
テ
ム
の
多
層
化
」
と
い
う
点
に
注
目
す
る
。
以
下
の
図
6
は
デ

ス
ハ
ウ
ア
ー
の
手
法
に
従
い
、
二
〇
〇
九
年
に
決
定
さ
れ
た
各
地
域
政
府
の
与
党
（
数
字
は
議
席
数
）
を
下
段
に
、
ま
た
今
回
の
二
〇
一
〇

年
以
降
の
長
期
の
交
渉
の
結
果
決
定
し
た
連
邦
政
府
与
党
を
上
段
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

特
に
第
一
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
両
地
域
政
府
与
党
を
併
せ
た
、
地
域
政
府
の
「
鏡
」
政
府
が
模
索
さ
れ
た
（
N
―
V
A
、
S
P
．a
、
C
D
V

／
P
S
、
C
D
H
、
E
C
O
L
O
に
よ
る
六
党
連
立
）。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
こ
の
時
期
ワ
ロ
ン
と
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
両
地
域
政
府
は
、

B
H
V
分
割
や
拠
出
金
の
問
題
を
め
ぐ
り
、
対
立
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
を
中
央
で
合
意
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
ベ
ル

ギ
ー
の
連
邦
制
、
多
層
化
し
た
政
党
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
――
連
邦
化
に
よ
っ
て
相
対
的
に
地
域
利
益
が
重
要
性
を
増
し
て
い
る
た
め

――
連
邦
（
中
央
）
政
権
形
成
の
場
は
、
対
立
す
る
二
つ
の
地
域
利
益
が
対
峙
す
る
場
で
し
か
な
か
っ
た
。
特
に
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
地
域
政
党

と
し
て
台
頭
し
て
き
た
N
―
V
A
に
と
っ
て
、
こ
の
場
で
の
合
意
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
、
政
党
シ
ス
テ
ム
が
「
連
邦
」
と
両
「
地
域
」

と
に
多
層
化
し
た
こ
と
の
負
の
影
響
で
あ
る
。

第
二
に
、
個
々
の
ア
ク
タ
ー
（
政
党
）
内
部
に
お
い
て
も
、「
地
域
派
」
VS
「
連
邦
派
」
の
対
立
が
生
じ
、
地
域
政
府
与
党
で
あ
る

C
D
V
の
意
志
の
変
化
に
は
時
間
を
要
し
、
合
意
形
成
が
困
難
に
な
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
ベ
ル
ギ
ー
連
邦
制
度
の
下
で
は
、
個
々
の
政
党
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も
「
多
層
化
」
し
、
中
央
の
交
渉
ア
ク
タ
ー
が
地
域
利
益
に
左
右
さ
れ
や
す
く
な
り

「
自
律
性
」
を
喪
失
し
、「
対
立
」
を
招
い
た
と
い
え
る
。
こ
れ
も
連
邦
制
が
政
党
シ

ス
テ
ム
を
多
層
化
し
た
こ
と
に
よ
る
、
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
結
果
で
あ
る
。

次
に
第
二
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
、
交
渉
ア
ク
タ
ー
当
事
者
間
の
直
接
対
話
を
欠
い
た
結

果
、「
対
立
」
を
促
し
た
、
す
な
わ
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
が
「
対
立
」

を
促
進
す
る
可
能
性
を
み
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
主
と
し
て
次
々
と
調
停
者
等
を

立
て
る
ベ
ル
ギ
ー
の
政
権
形
成
交
渉
の
慣
例
が
「
煙
幕
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
可
能

性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
か
つ
て
、
こ
う
し
た
調
停
者
に
よ
る
仲
介
行
為
は
「
冷

却
期
間
」
と
呼
ば
れ
対
立
を
沈
静
化
さ
せ
る
機
能
を
担
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
た

が
、
今
回
の
交
渉
に
お
い
て
は
――
そ
も
そ
も
の
要
因
は
争
点
の
難
し
さ
等
に
あ
る

だ
ろ
う
が
――
む
し
ろ
対
立
促
進
期
間
と
化
し
た
の
で
あ
る
。

第
三
ラ
ウ
ン
ド
に
お
け
る
C
D
V
の
態
度
変
化
の
背
景
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
「
次

期
選
挙
」
に
対
す
る
考
慮
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
ゆ
え
に
圧
力
に
「
追
従
」
し
、「
合

意
」
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
連
邦
化
は
、
地
域
、
連
邦
、（
共
同

体
お
よ
び
欧
州
）
と
選
挙
の
数
を
明
ら
か
に
増
や
す
。
各
ア
ク
タ
ー
に
「
次
期
選

挙
」
の
機
会
を
次
々
と
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
選
挙
の
数
を
増
や
す
こ
と
が
、
必
ず
し
も
常
に
合
意
を
促
進
す
る
わ

け
で
は
な
い
。
第
二
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
諸
政
党
が
N
―
V
A

の
躍
進
を
恐
れ
て
N
―
V
A
を
支
持
し
、
合
意
形
成
を
困
難
に
し
て
い
た
。
ま
た
、

ベルギー（150）2010年からの交渉結果

SP.a
（13）

Open
VLD
（13）

CDV
（17）

PS
（26）

MR
（18）

CDH
（9）

N-VA
（16）

SP.a
（18）

CDV
（30）

PS
（29）

CDH
（13）

ECOLO
（14）

フランデレン（124）2009年から ワロン（75）2009年から

図6　2010年政治危機の背景（下線は首相所属政党）

出典：著者作成
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二
〇
一
一
年
一
二
月
の
世
論
調
査
で
は
、
C
D
V
は
態
度
を
変
え
た
た
め
不
人
気
で
あ
り
、「
筋
を
通
し
た
」
N
―
V
A
支
持
が
高
い
。
こ
の

点
を
考
慮
す
る
と
、「
次
期
選
挙
」
の
影
響
は
各
ア
ク
タ
ー
の
「
見
込
み
次
第
」
で
あ
る
。
し
か
し
連
邦
化
が
選
挙
の
回
数
を
増
や
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
ア
ク
タ
ー
の
行
動
を
常
に
左
右
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
を
整
理
す
る
と
、
今
回
の
ベ
ル
ギ
ー
の
政
権
合
意
の
長
期
化
は
、
第
一
に
、
連
邦
化
に
よ
っ
て
ア
ク
タ
ー
が
多
層
化
し
て
交
渉
ア
ク

タ
ー
の
自
律
性
を
低
下
さ
せ
た
た
め
に
、
政
党
間
お
よ
び
政
党
内
合
意
形
成
を
難
し
く
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
二
に
、
調
停
者
の
存
在
が

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
全
を
導
き
、
対
立
へ
と
促
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
（
た
だ
し
、
こ
れ
は
ベ
ル
ギ
ー
特
有
の
慣
例
に
負
う
）。

さ
ら
に
、
第
三
に
、
連
邦
化
が
選
挙
を
多
数
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
――
さ
ら
に
そ
の
時
々
の
ア
ク
タ
ー
の
見
込
み
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ

――
交
渉
過
程
が
混
乱
し
た
こ
と
に
よ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
）
30
（

。

さ
ら
に
「
連
邦
制
の
効
果
」
と
い
う
点
で
還
元
し
う
る
知
見
を
現
時
点
で
暫
定
的
に
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

第
一
に
、
連
邦
化
は
政
党
シ
ス
テ
ム
を
多
層
化
し
、
交
渉
ア
ク
タ
ー
の
中
央
で
の
合
意
を
困
難
に
し
、
か
つ
政
党
内
部
に
も
亀
裂
を
生
み

出
し
や
す
く
、
交
渉
ア
ク
タ
ー
の
自
律
性
を
喪
失
さ
せ
、
地
域
・
民
族
利
益
が
対
立
し
て
い
る
状
況
下
で
政
権
合
意
形
成
を
困
難
に
す
る
。

す
な
わ
ち
多
民
族
国
家
に
お
い
て
は
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
効
果
を
与
え
る
。

第
二
に
、
選
挙
の
数
を
増
や
す
た
め
、
ア
ク
タ
ー
の
行
動
が
よ
り
ポ
ス
ト
獲
得
・
得
票
最
大
化
と
い
う
意
図
――
そ
の
帰
結
は
ア
ク
タ
ー

の
認
識
に
よ
り
様
々
だ
が
――
に
左
右
さ
れ
や
す
く
な
る
。

最
後
に
、
合
意
形
成
交
渉
過
程
に
お
け
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
影
響
は
大
き
い
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
ベ
ル
ギ
ー
固
有
の
政
権
形

成
の
慣
例
の
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
手
続
き
コ
ス
ト
」
に
つ
い
て
も
、
そ
も
そ
も
政
権
形
成
と
い
う
非
日
常
的
行
動
で
あ

る
が
ゆ
え
に
合
意
形
成
を
困
難
に
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
や
は
り
ベ
ル
ギ
ー
固
有
の
慣
例
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
て
合
意
形
成
を
阻
害
す
る

要
因
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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結
論

本
稿
で
は
「
連
邦
制
の
効
果
」
に
つ
い
て
、
極
力
比
較
可
能
な
枠
組
み
を
意
識
し
つ
つ
、
ベ
ル
ギ
ー
の
二
〇
一
〇
年
六
月
以
降
の
政
権
交

渉
ア
ク
タ
ー
の
行
動
に
注
目
し
て
検
討
し
た
。
も
し
「
政
権
形
成
交
渉
の
慣
例
」
を
ベ
ル
ギ
ー
固
有
の
要
因
と
し
、「
選
挙
の
多
数
化
」
を

ア
ク
タ
ー
の
認
識
次
第
、
す
な
わ
ち
状
況
依
存
的
な
条
件
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
多
民
族
国
家
に
お
け
る
連
邦
制
度
は
「
政
党
シ
ス
テ
ム
の

多
層
化
」
に
よ
り
合
意
形
成
を
困
難
に
す
る
点
が
認
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
連
邦
制
は
政
権
形
成
交
渉
に
お
い
て
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
、「
逆

説
」
的
効
果
を
及
ぼ
す
の
で
あ
る
。

今
回
の
長
期
の
交
渉
の
結
果
結
ば
れ
た
合
意
案
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
「
玉
虫
色
」
で
あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
ま
だ
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
は

次
の
要
求
（
B
H
V
の
完
全
分
割
等
）
を
す
る
だ
ろ
う
し
、
そ
の
と
き
「
ベ
ル
ギ
ー
分
裂
」
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
上

で
あ
れ
、
ア
ピ
ー
ル
の
言
説
の
上
で
あ
れ
、
特
に
N
―
V
A
ら
民
族
主
義
政
党
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
政
府
発
足
直
前
の
二
〇
一
一
年
一
一
月
末
に
、
次
年
度
予
算
案
を
め
ぐ
っ
て
、
欧
州
危
機
の
な
か
で
「
大
き
な
政
府
」
維
持
を
主
張

す
る
社
会
党
と
、「
小
さ
な
政
府
」
を
目
指
す
自
由
党
の
対
立
が
生
じ
て
デ
ィ
・
ル
ポ
が
組
閣
担
当
者
を
辞
職
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
こ
の
一

年
半
に
亙
る
交
渉
の
争
点
は
、
実
質
的
に
、
ほ
ぼ
合
意
し
か
け
て
い
た
B
H
V
問
題
で
は
な
く
、
財
政
を
め
ぐ
る
右
派
・
左
派
の
対
立
で

あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
よ
っ
て
当
面
は
欧
州
金
融
危
機
の
解
消
次
第
で
、
よ
り
N
―
V
A
が
勢
力
を
増
す
か
ど
う
か
、
そ
し
て

ベ
ル
ギ
ー
の
命
運
が
左
右
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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注

（
1
） 

ル
テ
ル
ム
第
二
次
政
権
辞
職
後
か
ら
算
出
す
れ
ば
、
五
八
九
日
と
な
る
。

（
2
） 

こ
の
間
、
前
政
権
が
、
暫
定
的
に
行
政
を
担
当
し
た
。
し
か
し
こ
の
政
権
に
は
正
式
な
予
算
決
定
権
も
な
い
、
単
な
る
「
事
務
管
理
」
内
閣
で

し
か
な
い
。

（
3
） 

武
居
二
〇
一
二
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
系
新
聞
を
も
と
に
こ
の
過
程
を
丁
寧
に
説
明
し
て
い
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
本
稿
は
こ
の
時
期
を
「
政

治
空
白
」「
分
裂
危
機
」
と
呼
ぶ
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
（
市
民
生
活
に
支
障
は
な
い
ゆ
え
）
が
、
選
挙
後
政
権
が
決
ま
ら
な
い
事
態
は
、
常

識
的
に
考
え
て
異
常
な
状
況
で
あ
る
。「
危
機
」
な
ど
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
過
大
な
表
現
で
あ
る
か
ど
う
か
は
あ
る
が
、
そ
の
要
因
を
政
治
学
が

分
析
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
至
極
当
然
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
こ
で
の
「
政
治
危
機
」
と
い
う
表
現
は
現
地
紙le Soir

の
見
出
し
、la crise 

politique

か
ら
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
4
） 

こ
こ
で
連
邦
制
は
、
と
り
あ
え
ず
キ
ム
リ
ッ
カ
に
従
い
「
一
つ
の
中
央
政
府
と
、
領
域
に
も
と
づ
く
二
以
上
の
下
位
ユ
ニ
ッ
ト
（
地
方
／
州
な

ど
）
の
間
の
分
権
が
憲
法
上
付
与
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
の
政
府
が
一
定
の
イ
シ
ュ
ー
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
主
権
を
有
す
る
政
治
シ
ス
テ

ム
」（K

ym
licka, 1998: 119

）
と
す
る
。

（
5
） 

管
見
だ
が
、
こ
う
し
た
制
度
設
計
な
い
し
憲
法
工
学
に
よ
っ
て
民
族
紛
争
を
解
消
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
少
な
く
と
も
一
九
七
〇
年
代
の
、

す
な
わ
ち
レ
イ
プ
ハ
ル
ト
が
「
多
極
共
存
型
民
主
主
義
」
モ
デ
ル
を
提
唱
し
た
当
時
の
（
比
較
）
政
治
学
の
主
流
の
手
法
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り

こ
の
当
時
、
ア
ク
タ
ー
の
行
動
に
対
す
る
制
度
の
影
響
を
み
る
と
い
っ
た
新
制
度
論
的
手
法
は
ま
だ
十
分
に
流
布
し
て
い
な
か
っ
た
。

（
6
） 

カ
ナ
ダ
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ロ
シ
ア
、
ボ
ス
ニ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
。
な
お
、
レ
ー
ダ
ー
は

ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
多
民
族
連
邦
国
家
に
含
め
て
い
な
い
。

（
7
） 

前
提
と
し
て
、
こ
こ
で
の
「
成
長
産
業
」
と
し
て
の
連
邦
制
研
究
の
範
疇
に
、
ア
メ
リ
カ
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
に
は
留
意
さ
れ
た
い
。
キ

ム
リ
ッ
カ
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
ジ
ョ
ン
・
ジ
ェ
イ
（John Jay

）
はT

he Federalist Papers

に
お
い
て
『
神
は
一
つ
に
結
び
付
け
ら
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れ
た
国
民
に
、
喜
ん
で
こ
の
接
合
さ
れ
た
国
家
を
与
え
賜
う
た
。
同
じ
祖
先
か
ら
血
を
受
け
継
ぎ
、
同
じ
言
葉
を
話
し
、
同
じ
信
仰
を
告
白
し
、

同
じ
統
治
原
理
を
共
有
し
、
道
徳
や
慣
習
も
同
様
で
あ
る
国
民
に
』
と
述
べ
て
い
る
。
ジ
ェ
イ
は
民
族
・
文
化
的
同
質
性
を
強
調
し
、
明
ら
か

に
黒
人
を
無
視
し
て
い
る
」（K

ym
licka, 1998: 124

）。
す
な
わ
ち
、
キ
ム
リ
ッ
カ
に
と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
制
度
は
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
い

る
「
多
民
族
」
を
前
提
と
し
て
形
成
さ
れ
た
連
邦
国
家
と
は
別
な
の
で
あ
る
。

（
8
） 

た
と
え
ば
、
近
年
の
も
の
で
あ
れ
ば
、Lam

bert, Frank 2003 T
he Founding Fathers and the Place of R

eligion in A
m

erica, Princeton: 

Princeton U
.P.

（
9
） 

た
と
え
ばR

oeder, 2010: 24 

は
、
ベ
ル
ギ
ー
が
二
〇
〇
七
年
選
挙
以
降
の
分
裂
危
機
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
は
、
連
邦
政
府
自
体
が
も
う
重
要

で
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
と
述
べ
て
お
り
、「
分
裂
危
機
を
乗
り
越
え
た
」
と
し
て
い
る
点
で
、
す
な
わ
ち
二
〇
一
〇
年
以
降
の
政
治
危
機
を
考
慮

で
き
な
か
っ
た
点
で
、
楽
観
的
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
10
） 

他
に
、
同
様
の
主
張
と
し
て
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
が
保
守
（
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
）
の
強
い
地
盤
で
あ
り
、
保
守
系
政
党
は
連
邦
化
／
分
権
化

を
望
む
が
左
派
政
党
は
弱
く
、
連
邦
政
府
に
お
い
て
、
ワ
ロ
ン
の
左
派
政
党
と
連
立
形
成
を
望
む
傾
向
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
ワ
ロ
ン
の
保

守
政
党
は
逆
の
立
場
に
あ
る
た
め
、
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
の
保
守
政
党
と
の
連
立
を
望
み
、
全
体
と
し
て
合
意
形
成
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

論
じ
る
も
の
も
あ
る
（Sorens, 2010: 73
）

（
11
） 

連
邦
制
が
言
語
紛
争
の
解
消
に
寄
与
し
て
い
な
い
と
す
る
も
の
に
、K

ohler, 2010.

（
12
） 

も
う
一
点
の
、
お
そ
ら
く
よ
り
重
要
な
批
判
と
し
て
、
九
三
年
の
連
邦
化
が
必
ず
し
も
直
截
的
に
選
挙
区
の
分
断
を
意
味
し
な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
確
か
に
ベ
ル
ギ
ー
の
政
党
シ
ス
テ
ム
は
現
在
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
六
〇
年
代
以
降
の
漸
進
的
な
改
革

の
帰
結
で
あ
り
、
そ
の
点
で
い
つ
が
決
定
的
な
選
挙
区
分
割
の
分
岐
点
で
あ
る
か
、
に
つ
い
て
意
見
は
多
様
で
あ
る
。
た
と
え
ば
筆
者
と
同
様

に
一
九
九
三
年
を
重
要
な
分
岐
点
と
す
る
も
の
に
、Van H

outen, 2004

やVan H
aute, 2007

が
あ
る
が
、
こ
の
点
は
一
九
世
紀
末
か
ら
の
長
期

の
選
挙
制
度
改
革
史
研
究
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
政
党
行
動
分
析
を
必
要
と
す
る
た
め
、
別
稿
で
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
13
） 

こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
が
、
他
に
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
変
化
（
長
さ
）
は
主
に
解
散
か
ら
選
挙
ま
で
の
「
期
間
」
が
影
響
し
て
い
る
と
指
摘

す
る
成
果
（D

andoy, 2011b

）
が
あ
る
。

（
14
） （
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
分
析
を
通
じ
て
）
各
政
党
と
も
明
確
に
ベ
ル
ギ
ー
の
将
来
（vision
）
を
打
ち
出
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
不
確
実

性
が
あ
る
か
ら
こ
そ
合
意
で
き
る

0

0

0

0

0

と
す
るD

ondoy et al., 2009 

は
あ
ま
り
に
単
純
だ
ろ
う
。
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（
15
） 

同
様
の
指
摘
は
、
有
権
者
の
意
識
調
査
を
行
っ
たH

ooghe, 2011

も
指
摘
し
て
い
る
。
有
権
者
自
体
は
（
た
と
え
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
で
も
）
必
ず

し
も
ベ
ル
ギ
ー
分
裂
を
望
ん
で
い
る
わ
け
は
な
く
、
よ
っ
て
近
年
の
ベ
ル
ギ
ー
危
機
は
政
治
家
、
政
治
の
問
題
で
あ
る
と
す
る
。

（
16
） 
国
内
の
地
域
の
三
分
の
二
以
上
で
立
候
補
者
を
出
す
政
党
の
こ
と
。

（
17
） 

補
足
し
て
お
け
ば
、
連
邦
構
成
体
（
地
域
政
府
）
が
、
例
え
ば
独
自
に
条
約
締
結
権
を
有
す
る
な
ど
大
き
な
権
限
を
認
め
ら
れ
て
い
る
点
は
、

中
央
集
権
的
国
家
と
比
べ
て
大
き
な
違
い
で
あ
る
。

（
18
） 

か
つ
連
邦
制
と
い
う
点
で
、（
詳
細
は
も
ち
ろ
ん
異
な
る
が
）
ア
メ
リ
カ
と
ベ
ル
ギ
ー
は
一
致
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
政
治
を
検
討
し
た
ジ
ョ
ー

ン
ズ
ら
の
成
果
か
ら
方
法
論
を
抽
出
す
る
こ
と
も
、
比
較
政
治
と
い
う
文
脈
で
は
有
効
で
あ
る
。

（
19
） 「
自
律
性
」
と
は
、
政
策
過
程
（
本
稿
で
は
政
権
形
成
交
渉
過
程
）
に
お
い
て
、
ア
ク
タ
ー
が
政
党
の
意
志
か
ら
自
律
し
て
自
ら
の
意
志
で
行
動

で
き
る
か
ど
う
か
を
指
す
（W

algrave and V
liegenthart, 2010: 1152

）。

（
20
） 

共
同
体
政
府
は
言
語
と
い
う
属
人
的
連
邦
構
成
体
で
あ
る
た
め
、
た
と
え
ば
「
住
民
税
」
と
い
う
形
で
の
直
接
税
を
と
ら
ず
、
中
央
（
連
邦
）

政
府
か
ら
の
交
付
金
を
財
源
と
す
る
（D

eschouw
er, 2005: 61

―62

）。
そ
の
点
を
考
慮
し
、
特
に
以
下
の
財
源
を
め
ぐ
る
問
題
（
税
収
を
め
ぐ

る
問
題
で
も
あ
る
）
に
つ
い
て
は
、
地
域
政
府
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
21
） 

ベ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
公
的
機
関
が
公
表
す
る
言
語
別
の
数
値
は
、
そ
の
信
憑
性
に
つ
い
て
、
公
表
さ
れ
る
た
び
に
議
論
が
生
じ
る
。
こ
こ
で
は
、

こ
の
程
度
の
表
現
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

（
22
） 

ベ
ル
ギ
ー
政
治
に
お
い
て
、
一
九
世
紀
末
か
ら
ほ
ぼ
一
貫
し
て
政
権
を
担
当
。
し
か
し
一
九
九
九
年
に
野
党
に
転
落
。
二
〇
〇
七
年
選
挙
で
民

族
主
義
、
分
離
主
義
を
掲
げ
た
N
―
V
A
と
選
挙
連
合
を
行
い
、
共
通
の
名
簿
リ
ス
ト
を
掲
げ
て
選
挙
を
戦
い
、
政
権
復
帰
し
た
。

（
23
） 

こ
の
デ
ハ
ー
ネ
の
提
案
は
、
ワ
ロ
ン
・
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
で
あ
る
C
D
H
の
ジ
ョ
エ
ル
・
ミ
ル
ケ
（Joëlle M

ilquet

）
が
、
B
H
V

の
改
革
だ
け
で
は
「
き
わ
め
て
不
十
分
」（
何
ら
か
の
補
償
が
必
要
）
と
反
対
し
て
、
進
ま
な
か
っ
た
（de standaard 12/04/2010

）。
た
だ
し

既
成
政
党
の
う
ち
最
も
B
H
V
分
割
に
強
硬
な
姿
勢
を
示
し
て
い
た
C
D
H
が
、
B
H
V
分
割
に
耳
を
傾
け
た
と
も
映
る
。

（
24
） 

こ
の
間
の
交
渉
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
だ
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

（
25
） 

デ
ィ
・
ル
ポ
は
、「
こ
れ
は
交
渉
で
は
な
い
。
現
状
の
評
価
だ
」
と
発
言
し
て
い
る
。

（
26
） 

こ
の
後
、
デ
ィ
・
ル
ポ
の
提
言
に
よ
り
八
月
半
ば
ま
で
交
渉
の
中
断
を
国
王
は
宣
言
す
る
。
こ
れ
は
デ
ィ
・
ル
ポ
周
辺
ス
タ
ッ
フ
の
疲
労
を
考

慮
し
た
と
も
、
ベ
ー
ケ
の
提
案
を
裏
交
渉
す
る
た
め
に
デ
ィ
・
ル
ポ
に
時
間
が
必
要
だ
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
中
断
は
、
ベ
ル
ギ
ー
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の
政
権
交
渉
で
は
常
で
あ
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
休
暇
、
イ
ー
ス
タ
ー
休
暇
等
は
（
裏
交
渉
は
別
に
し
て
）
確
実
に
採
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

（
27
） 
こ
れ
は
、
既
に
二
〇
〇
三
年
の
E
C
O
L
O
入
閣
時
の
第
二
次
ヴ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ
ト
政
権
で
も
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
一

切
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
今
回
合
意
案
に
盛
り
込
ま
れ
た
背
景
に
は
福
島
原
発
事
故
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
28
） 

極
右
勢
力
の
「
成
功
の
故
の
失
敗
」（D

elw
it et al., 2011: 12

）
を
恐
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
N
―
V
A
の
前
身
で
あ
る
V
U
が
か
つ
て
入
閣
し
、

分
権
化
を
進
め
た
後
、
支
持
を
低
下
さ
せ
た
こ
と
が
あ
る
。

（
29
） 

実
は
こ
の
交
渉
期
間
に
お
い
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
聖
職
者
の
幼
児
に
対
す
る
性
的
虐
待
が
発
覚
し
、
ベ
ル
ギ
ー
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
お
よ
び
政
治

全
体
を
巻
き
込
む
大
事
件
と
な
っ
た
。
こ
の
問
題
は
カ
ト
リ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
動
向
を
制
約
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
詳
し
く
は
、A

rcq et 

Sägesser, 2011.

（
30
） 

も
う
少
し
考
察
す
る
な
ら
ば
、
ベ
ル
ギ
ー
の
C
D
V
を
み
る
限
り
、
時
間
が
か
か
れ
ば
次
の
選
挙
が
近
づ
く
た
め
に
、
合
意
が
形
成
さ
れ
や
す

く
な
る
と
い
う
こ
と
も
い
っ
て
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
点
で
連
邦
制
度
は
、「
次
回
選
挙
」
に
よ
る
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な

効
果
を
一
旦
は
強
め
る
が
、
あ
る
閾
値
に
達
し
た
と
き
、
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
効
果
を
与
え
る
可
能
性
が
高
ま
る
と
い
い
う
る
が
、
現
時
点
で
は
ま

だ
C
D
V
の
み
の
検
討
で
あ
り
、
過
度
の
一
般
化
は
避
け
「
左
右
さ
れ
や
す
い
」
程
度
の
表
現
に
と
ど
め
た
い
。
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――
『
国
家
政
治
の
縮
図
』
か
ら
『
都
市
政
治
の
復
権
』
へ
」、
日
本
比
較
政
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治
学
会
編
『
都
市
と
政
治
的
イ
ノ
べ
ー
シ
ョ
ン
』、
日
本
比
較
政
治
学
会
年
報
一
二
号
、
二
〇
一
〇
年
d
、
一
一
一
―
一
三
一
ペ
ー
ジ
。

松
尾
秀
哉
「
ベ
ル
ギ
ー
分
裂
危
機
と
合
意
型
民
主
主
義
」
田
村
哲
樹
・
堀
江
孝
司
『
模
索
す
る
政
治 : 

代
表
制
民
主
主
義
と
福
祉
国
家
の
ゆ
く
え
』、
ナ

カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
一
年
、
一
八
六
―
二
〇
五
ペ
ー
ジ
。

若
林
広
「
ベ
ル
ギ
ー
国
家
の
再
編
――
政
党
政
治
の
変
容
期
に
お
け
る
最
近
の
展
開
」、『
東
海
大
学
教
養
学
部
紀
要
』、
第
三
八
号
、
二
〇
〇
七
年
、

二
二
九
―
二
四
三
ペ
ー
ジ
。

　

新
聞

de standaard, de M
orgen, le Soir.

　

H
P

11 julitoespraak

 

（http://w
w

w
.n-va.be/toespraken/11-julitoespraak-bart-de-w

ever.  

二
〇
一
二
年
三
月
五
日
）

Toespraak Senaat 12 decem
ber 2011

 

（http://w
w

w
.n-va.be/toespraken/toespraak-bart-de-w

ever-de-senaat.  

二
〇
一
二
年
三
月
五
日
）

Form
ateur D

i R
upo ’s noto: the N

-VA
’s A

ssessm
ent.

 

（http://international.n-va.be/files/nva_int/nva_im
ages/E

N
-110706-C

om
m

unicatie-N
-VA

-op-nota-E
D

R
.pdf. 

二
〇
一
二
年
二
月
一
四

日
）

 

（
い
ず
れ
も
、
二
〇
一
一
年
七
月
に
提
示
し
た
デ
ィ
・
ル
ポ
案
に
対
す
る
N
―
V
A
の
評
価
。）

B
eke, W

outer 2011 Toespraak W
outer B

eke 10 jaar C
D

&
V.

 

（http://w
w

w
.cdenv.be/actua/toespraak-w

outer-beke-10-jaar-cdv

）（
ベ
ー
ケ
に
よ
る
C
D
V
一
〇
周
年
記
念
講
演
。
二
〇
一
二
年
二
月

一
六
日
）

Les Fêtes de W
allonie: Le discours du M

inistre-Président.
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http://dem

otte.w
allonie.be/les-fetes-de-w

allonie-le-discours-du-m
inistre-president

 
（
ワ
ロ
ン
首
相
の
公
式
H
P
。
連
邦
制
改
革
に
対
す
る
反
対
表
明　

二
〇
一
二
年
二
月
一
七
日
）

フ
ラ
ン
デ
レ
ン
国
営
放
送
（
V
R
T
）
ニ
ュ
ー
ス

 
http://w

w
w

.deredactie.be/cm
/vrtnieuw

s.english

（
二
〇
一
二
年
二
月
一
六
日
）

フ
ラ
ン
ス
語
国
営
放
送
（
R
T
B
F
）
ニ
ュ
ー
ス

 
http://w

w
w

.rtbf.be/info/

　

政
党
H
P

C
D
V　

w
w

w
.cdenv.be/

N
―
V
A　

http://international.n-va.be/

※ 

本
稿
は
、
二
〇
一
二
年
度
日
本
比
較
政
治
学
会
自
由
企
画
に
て
報
告
し
た
も
の
を
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
ご
採
択
い
た
だ
い
た
企
画
委
員
、

運
営
に
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
い
た
渉
外
委
員
、
大
会
運
営
委
員
の
方
々
、
お
よ
び
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
近
藤
康
史
会
員
、
臼
井
陽
一
郎
会
員
に

感
謝
し
た
い
。

※ 

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
B　

海
外
学
術
調
査
）「
マ
ル
チ
レ
ベ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
化
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
主
的
構
造
変
化
の
研

究
」（
研
究
代
表
者　

小
川
有
美
）（
研
究
課
題
番
号
：
二
三
四
〇
二
〇
一
九
）
及
び
同
（
基
盤
C
）「
ベ
ル
ギ
ー
連
邦
化
改
革
の
『
意
図
せ
ざ
る
』

結
果
」（
研
究
代
表
者　

松
尾
秀
哉
）（
研
究
課
題
番
号
：
二
四
五
三
〇
一
四
四
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


